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　国も高齢者にとって運転しやすい道路環境整
備を検討しており、自動車メーカーも「衝突軽
減ブレーキ」や「アクセルブレーキ踏み違え防
止機能」等安全装置を備えた所謂 “サポカー”
の開発を進めていて、既に発売されている車種
もある。外国では高齢者ドライバーに「夜間運
転禁止」「運転距離制限」を条件に免許更新し
たり、中国のように「70 歳運転定年制」を導
入している国もある。
　各国とも高齢者運転の問題には苦慮している
ことが伺える。我が国は今後益々少子高齢化が
進み高齢ドライバーが増えることは確実で、返
納を促すだけでなく、どうしても運転せざるを
得ない高齢者には適性検査（体力・知力・視力・
瞬発力・技能等）を適宜実施し、また、病歴や
服薬状況を申告させその結果運転支障なしと判
断された者には、夜間運転禁止、距離制限、サ
ポカー使用等を条件に免許を交付してはどうだ
ろうか。今や「1 億総活躍時代」、国は「定年
制延長」「高齢者再雇用」「働き方改革」等の施
策を発表しているが、一概に高齢者といっても
夫々心身の能力には差があり、特に、現役世代
並みに働いている高齢者に対しては運転免許に
ついてもこうした弾力的な対応を望みたい。
　何はともあれ「安全運転」「事故防止」は老
若を問わず最優先課題であり、心身機能の衰え
た高齢者は免許返納するのがベストであること
に異論はない。小生も早期返納を予定している
が、諸般の事情から今しばらく自家用車が必要
である。勿論、交通ルールを遵守し、細心の注
意で必要な用事に限り運転しようと思う。それ
でも、周囲は納得せず返納コールは、止まない
だろうし、当分四面楚歌が続きそうである。

　最近高齢者ドライバーによる運転事故が相次
ぎ、大きな社会問題になっている。ニュースで
報道された東京池袋の母子死亡事故、大津市で
の散歩中園児の死傷事故等はなんとも痛ましい
限りで哀惜の念に耐えない。直近の 6 月 4 日に
は福岡市内で 80 歳代の男性が運転する車が猛
スピードで逆走、交差点に突入し数台の車と衝
突・横転し本人と同乗の夫人が死亡している。
こうした事故報道を契機に各地で高齢者の運転
免許返納者が増えているという。小生も高齢ド
ライバーの一人で、かなり以前より家族から、ま
た、近頃は職場の同僚スタッフからも返納を促
されているが未だに踏ん切りがつかないでいる。
　高齢者の運転問題は今に始まったことでは
なく、平成 17 年には道路交通法が改正され 75
歳以上の高齢者には実技講習とともに認知症テ
ストが加わり、年月日は言えるか、16 種類の
イラストを見せて数分後にその名前を答えると
いった長谷川式を簡略化したもので 49 点以下
は認知症疑いとされ、改めて医師の受診が必要
で認知症と診断されれば免許は交付されないこ
とになっている。
　平成30年2月には県医主催の県民健康フォー
ラム「超高齢社会での運転問題について」が開
催され多くの県民が参加、担当者による「返納
後の移動手段の確保」や「返納優遇措置」等の
説明があった。中でも興味があったのは、琉大
精神科外間講師による基調講演の中で返納者に
うつ病が 2 倍、また、QOL や ADL の低下か
ら要介護となり施設入所が 5 倍に増えるという
データが示され複雑な思いで拝聴した。（県医
師会報 2018 年 5 月号参照）

四面楚歌 
運転免許返納について

老健禄寿園　
金城　國昭
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研究よりも忘年会や兼六園での花見など。
　毎年 11 月には医局の同門会があるので、来
る秋には出席し最後の金沢訪問にしようかとお
もっている。

国立図書館前

　平成 29 年 11 月 1 日「日本医師会最高優功賞」
の受賞式に出席する為、前日の 10 月 31 日帝
国ホテルに宿泊した。
　1 日無事受賞式もすみ、翌日受賞式の疲れも
ありホテルの部屋でぼぉーとしていた。
　そこへ、娘（三女、東京在住）が来て、国立国
会図書館の見学に行きませんかと誘われた。特に
予定もなかったので見学に行くことになった。
　千代田区永田町にある国立国会図書館は意外
に近かった。入館の為の手続きを済ませると、
登録利用者カードを交付された。中に入ると多
くの人達が読書や調べ物をしていた。

利用者カード

　娘が突然「お父さんの論文検索してみましょ
うか」と言う。
　「僕の論文が国立国会図書館にあるわけない
だろう」と言ったが、娘はさっさと検索にかか
り、コピーまでしてきた。38 ページ。
　私の論文まで収集、保存されているとは、び
っくりするやら、又嬉しくもあった。50 年以
上前の論文である。
　それにしても国立国会図書館のデータベース
の膨大さに感動した。論文の内容は記憶の片隅
に埋もれかけていた。
　医局時代がなつかしく思いだされた。勉強や

国立国会図書館

松川内科小児科医院
國吉　勲

　“95% 隠遁生活” を余儀なくされる身となり、
この欄に書いてみたくなるようなリアルタイム
題材も見つけ難い。となると思い出話を持ち出
すのが適当に思われるが、3 歳の時に戦争で焼
け出され、命からがら逃げ惑い、兄を失い父も
早死にし、女世帯の男一匹で窮乏生活を凌い
だ者としては “緑陰” にふさわしい昔話も容易
でない。そこで、音楽については単純素人で柄
でもないものの、2、3 の思い出にこと寄せて、
軽いタッチで書かせていただくことにしたい。
＊ベートーベン : 交響曲 7 番
　1960 年、国費留学生として医学部に入れた
のは幸運だったが、当時の学業レベルの差は如
何ともし難く、育ちよく頭のいいクラス仲間
の中で劣等感を乗り切るのに 2 年近く要した。
その後同じクラスの Y 君と学生相手の間借り
長屋に住むようになったが、坊ちゃん育ちで
ちょっぴり神経質で、同級の 1、2 名とヒート

曲や歌にまつわる 
思い出

元県立中部病院（感染症）
喜舎場　朝和
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アップして口論するのを目にすることもあった
が、なぜか私には寛容で親切だった。合唱部に
属しクラシック好きで、いつもロシア民謡やら
チャイコフスキーやらを口ずさんでいた。そう
いう彼に刺激され、この田舎者は時々コーヒー
1 杯で 2 時間近く粘れる近くのクラシック喫茶
で過ごしたりするようになった。とある寒い晩、
クラスの数名が T 君の部屋に集まるので君も
来ないかと誘われて行ってみると、車座になっ
て酒を酌み交わしながら雑談から始まって皆陽
気になった頃、T 君はやおら自慢のステレオに
ややボリューム高めにこの曲をかけた。すると
途端にガヤガヤが止み、静かに聴き、終わるや
いなや賛辞の嵐とともにまた飲み直した。コン
サートに行く金もない貧乏学生にとって、酔い
も手伝った感動の一曲。
＊モーツァルト : フルートとハープのための協
奏曲、クラリネット五重奏曲
　聴き始めは例の喫茶店。この天才のものなら
ばなんでもいいのだが、この 2 つはとりわけ気
に入った。宗教、思想、民族とか、人生、欲望、
悲しみとか、そういう諸々が一切除かれ、ただ
もう音の楽の天分か神の導きか。
＊ドヴォルザーク : 交響曲 新世界より、弦楽四
重奏 アメリカ
　モーツァルトが除外した上記の大方が逆に色
濃く詰め込まれていて、私がアメリカへ行く気
になった理由のごく一部を成した。歴史古きボ
ヘミアから新世界アメリカに渡り、よそ者ゆえ
に感ずることのできる新鮮な息吹を、出自に上
乗せして現したに違いない。
＊ Close to you、Raindrops keep falling on my 
head
　臨床医になりたくて医学部に入ったのに、タ
イミングと環境はアゲインスト。これではま
ともな医者になれないと悶々とした挙句に、
1970 年、準備不足もなんのそのとアメリカの
臨床研修に飛び込んでみたものの、予想を超え
る過酷な現実が待っていた。フィラデルフィア
の 1,600 ベッドの大市民病院で、慢性重症睡眠
欠乏症兼孤独感症に苛まれながら、逃亡を企て

る・悲鳴をあげる・鬱になる余地もない日々。
カルテ書きは詰所に座っての仕事だが、周りの
ナースは、もちろん意地悪もいたが、アメリカ
人らしい “take it easy” の雰囲気を醸し出して
くれた。そういう中、適当に音量を抑えたラジ
オが四六時中ポップス系を流し、雰囲気を和ら
げていた。大抵小うるさいどうでもいいものば
かりの中、上記 2 つは何遍繰り返し聴いてもい
いと思った癒し系。ただし、歌詞はほとんど聞
きとれず、カーペンターズや映画「明日に向かっ
て撃て」については当時知る由もなかったが、
今となってはフィラデルフィアを懐かしむ思い
出の素となっている。

　日本人初のノーベル賞受賞者、湯川秀樹博士
は敗戦で誇りを失った我が国民に復興の勇気を
与えるものだと話題になった。沖縄にも私が高
校 1 年生だった頃、ご夫婦で来沖した。「中性子」
や「中間子」の区別さえ分らぬまま、先輩から
感激した話を聞いたことがある。1 学年 600 人、
13 クラスに分かれた同級生の中には変り者

4 4 4

も
多かった。
　スーガクチブルー（数学オタク）の I 君は休
み時間に「光は粒子か波か」、「光の速度より速
いものは無い」、「アインシュタインの相対性理
論」を熱っぽく語った。私が関心を示せば有頂
天になる。半年後、「光は不思議なことに粒子
でもあり波でもある」ことが解ったと満面の笑
みで得意気に、また、自然界で目にする「ブラ
ウン運動」も自分がみつけたかのように話す。
私は研究が進んだものと受けとったが、なんの
ことはない、それは I 君が理解するのに要した
時間であった。

「もう一つの　　　 
　　ノーベル賞物語」

三原内科クリニック
院長　喜久村　徳清
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　昭和 50 年代、私は 30 才代になって研究室
に在籍していた。湯川博士の研究も、自然界に
働く大統一理論の四つの力の中の「大きな力」
がテーマとなり、研究に苦闘、苦労していると
の報道も目にした。理論物理学は鉛筆一本、紙
さえあればどこに居てもできる哲学と同じよう
なものでもあるそうだ。後に殊玉の随筆、湯川
秀樹著「目に見えないもの」（講談社学術文庫、
1976 年）を読み、氏が敬虔な仏教徒であるこ
とも知った。
　1987 年 3 月、天体物理学者小柴昌俊東大名
誉教授はカミオカンデ実験施設でニュートリノ
を把え、2002 年のノーベル物理学賞を受賞し
た。2004 年 12 月、沖縄県医師会第 100 回医学
会総会の特別講演で、決定的証拠のデータをス
ライドで見せてくれた。氏は基礎研究の大切さ
も強調し演題は「やれば、できる。」。講演会終
了後、帰り際にホテルの廊下でお会いした。常
日頃関心のあった E・T 探し（「惑星協会」、カー
ル・セーガン博士）について蛮勇を奮ってお尋
ねしてみた。小柴先生は巨体をかがめてうめく
ように考え、「わからん。探してみなければ―」
と答えた。実証的研究者の真髄を発輝した言葉。
吹き飛ばされそうなほどに感激した。
　研究は加速度的に進み、2015 年 9 月、重力
波（第四の力）観測施設 LIGO で重力波の信
号を世界で初めて観測、発見した米国人 3 氏が
2017 年のノーベル物理学賞をスピード受賞し
た。そして、今年はブラックホール輪部の撮影
に成功、宇宙のはるかな歴史の解明に飛躍の快
挙を成し遂げた。身の丈以上に積み重ねた膨大
な数式論文、10－33m、ヒモ理論で 13 次元レベル
の世界まで解明している事象を説明、私は二次
元の紙面に描いたグラフと絵図で、ホーキング
博士のビッグ・バンや宇宙の終末を座して見る
ことができる。我々は神の領域へまた一歩近づ
いたのか。湯川博士の研究を思い起こしながら、
生き永らえて、量子物理学の未来の世界も見届
けてみたいと思う。
　物語りは、また飛躍する。2015 年 11 月、訪
れた宮崎県で、県立美術館の川端コレクショ

ン「川端康成の眼」展をたまたま見た。メダル
の実物は意外にもシンプルな素材と美しさで輝
き、その素朴さが年代物を感じさせる。日本
人の医学生理学賞、ノーベル賞受賞者も毎年増
えて、外国籍を含め、受賞者数は 30 人になっ
た。昨年は長い年月と、多大な研究費用をかけ、
待望されていた本庶佑先生が受賞した。（免疫
チェックポイント阻害因子の発見とガン治療へ
の応用で）。
　私の大学の同級生の高校時代の同級生が受賞。
また、年下の後輩の後輩もノーベル賞をとり、
身近に恩恵を受け、幸福感を味わいながら嬉し
いかぎりである。

　今年 3 月 25 日、ノーベル生理学・医学賞受
賞者山中伸弥所長の［iPS 細胞が開く新しい医
学］、那覇市医師会、他主催、県民シンポジウ
ムがあり拝聴した。山中所長はしかめっ面をし
ながら真面目に、一般聴衆向けに話していても
エンターテイナーでもあった。何度も笑い声が
起こった。父親が C 型肝炎で亡くなるまでの
残念な話と、その後の医療の進歩はすさまじい
ものの、治療薬が 25 年もかかってやっと創ら
れた例をヒントに、わかりやすく説明する。
　iPS 細胞開発までの折れることなきモチベー
ションは、科学的好奇心とワクワク感、そして
これからの目標は再生医療と創薬が二本性で、
今は使命感に支えられている。
　ノーベル賞は細胞 1 個で早々にもらったが臨
床応用には、一例につき 1 億個の細胞が必要。
患者に早く届けるために時間との戦いがあり、
特殊幹細胞を使って今から量産している。iPS
細胞研究所の 600 人余の職員が課題の克服に
とりくんでいる。それでもあと十数年はかかっ
てしまうプロセスがある。国民の理解と支えが
なければとうてい達成はされない。多方面な連
携と、講演会、スポンサー集めに努めている。
　質問コーナーもコンパクトに、かつ充実して
いた。癌化は遺伝子操作で除去は可能、免疫変
異の未分化があると心配なので極力減らす努
力をしている。

－ 38（822）－
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　人類の寿命は永遠に延びるのかという問い
には、「そもそも長生きして何をするのですか。
120 才までで、充分ではないのですか？」との
答えに、会場は笑いとホッとした空気と風が漂
い、充実した時間が流れた。

　今年もまた、ノーベル賞の季節がやってくる。

　缶詰には思い入れがあります。
　子供の頃には、家でもよく缶詰を食べました。
小、中学生のときにはアルマイトの弁当箱にも缶
詰のサバやイワシが入っていました。新聞紙で
巻いてハンカチで包みます。カバンに入れると、
どうしても横になるので汁がこぼれてハンカチが
茶色に染まり、恥ずかしい思いをしました。
　空き缶も子供たちにとっては遊び道具の一
つ。丸いサバ缶の底を上にして両側に釘とゲン
ノー（玄翁、カナヅチ）で穴をあけて、長いヒ
モを通します。これを二つ作り、足を乗せてヒ
モを持って歩くと、カッポ、カッポと音がしま
した。カンカンゲタグヮーです。サバの空き缶
は缶蹴り（カンケリ。子供たちの遊び）にもな
くてはならないものでした。魚釣りのエサ入れ
に使うときは、缶のフタを切り残しておきます。
干潮のリーフで古いサンゴの岩をツルハシで割
ると、ゴカイがたくさんとれました。サバ缶に
入れ、潮水の下の冷たい砂を混ぜてフタをしま
す。天久海岸の狭い砂浜で塩を作ったこともあ
ります。転がっているサンゴ石を集めて、小さ
いカマドの出来上がり。サバの空き缶に潮水を
半分くらい汲んできてカマドの上に乗せる。浜
に打ち上げられた木切れや、アダンの根元にか
らんでいる枯れ草を集めてきます。カマドの下

缶詰の話

若水クリニック
金城　勇徳

にくべて、マッチで火をつけました。泳いだり
魚を釣ったりして遊びながら、枯れ木をつぎ足
します。夏なら、二、三時間くらいたつと、サ
バ缶の底に白い塩がくっついていました。子供
たちはそれをなめて喜びました。イワシ缶は長
い楕円形。その空き缶を裏返して、缶の溝に草

（タツノツメガヤ）の穂を乗せ、缶を木切れで
叩くと、カンカンカンの音に合わせて草の穂が
進みます。この遊びをハーリーカンカンといっ
ていました。一周するのにどちらが早いか、二、
三人で勝負したものです。
　昭和五十八年頃、居酒屋の帰りに、友人と二
人で十貫瀬（ジックヮンジー。那覇市牧志）の
初めてのスナックに入りました。ほかにお客さ
んはいません。カウンターの丸椅子に座ったと
たんに、お尻に何かが突き刺さって飛び上がり
ました。酔い心地のいい気分がいっぺんに醒め
ました。「この椅子は壊れているから、気をつ
けて」と、おばさんの声。椅子の布が切れて
太い針金のスプリングの先がチラチラ見えまし
た。たぶん、アメリカ製の中古品。座る前にいっ
てくれたらよかったのに、おばさんは呑気なも
の。泡盛の水割りが出されました。「なにか、
ツマミちょうだい」というと、しばらくしてサ
バの缶詰が出てきました。缶切りでフタをはず
した冷たい水煮缶。それしかない、とのことで
した。オシッコしたくなって、店の奥に行こう
とすると、「トイレは壊れて使えないよ。外で
しておいで」おばさんの声。道の向こうは工事
中の大きな排水溝でした。酔っていたので、電
信柱につかまってフラフラしながら用を足しま
した。このあたりには、復帰前の沖縄の空気が
まだまだどんよりと漂っていました。
　近頃の缶詰は食べやすくなっています。サバ
の水煮缶でも、魚臭さがなくなりました。青魚
は健康によいことがわかって、サバやイワシ、
サンマの缶詰がかなり売れているそうです。缶
切りがなくてもフタが開けられるので便利その
もの。お碗に移して電子レンジで温めると、あっ
という間に晩酌のツマミの出来上がり。
　東日本大震災のあと、年に一、二回、福島県
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の通販会社から、サバやクジラの缶詰、日本酒、
漬物などを送ってもらっています。とてもおい
しいのでおすすめです。

　平成の時代も終わりに近づいた頃、県医師会
より「緑陰随筆」への寄稿の依頼があった。
　確か 2 回目と記憶している。全くの筆無精な
ので気が重くなってしまった。何をテーマに書
いたらいいのか思いつかず時間ばかり過ぎてゆ
く中、頭の片隅に残しながら、令和元年 5 月 2
日から 3 泊 4 日のスケジュールで家内と、福岡
県　島根県への旅行に行きました。
　一番の目的は島根県安来市にある足立美術館
の鑑賞でした。
　世界的に有名な日本庭園、隣接する日本画、
陶芸コーナーに、近代日本画壇で活躍した巨匠
横山大観、竹内栖鳳、上村松園らの作品が 100
点以上、陶芸にも個性を盛り込んだ北大路魯山
人の作品の数々が展示されていました。日本庭
園はアメリカの、日本庭園専門誌「ジャーナル・
オブ・ジャパニーズ・ガーデニング」で 2003 年
より連続 15 年日本一に認定され、フランス旅行
ガイド「ミシュラン・グリーンガイド・ジャポン」
に「三ツ星」として掲載されているほどです。
　玄関に一歩足を踏み入れると五万坪の日本庭
園、枯山水庭、白砂青松庭、苔庭、池庭と背景
の山々が織りなす調和美の世界に感動し、日本
画、陶芸、木彫、童画、漆芸などの国宝級の作
品を直かに鑑賞することが出来、貴重な時間を
過ごす事が出来ました。
　ただ沖縄から山陰地方の旅は、島根県まで飛
行機（沖縄－福岡）、新幹線、JR 特急と乗り継
いでの旅行で、那覇空港から島根県出雲市に着

令和元年 5 月 
今日この頃

（医）神元内科医院
院長　神元　繁道

くまで結構長い時間を要し、大型連休の多数の
観光客と相俟って少し疲れてしまいました。
　楽しくも疲れた旅行も終わり、現在は（5 月
15 日）日頃の生活のペースに戻しています。
　5 月第 3 日曜日には琉球 GC でゴルフの月例
会があります。月例会では顔馴染みの医師会の
先生方も多く参加されますので、お会いし仕事
の事は忘れ楽しいゴルフをする事でリフレッ
シュな気分になります。
　中村義清先生、當山護先生、徳山清公先生ら
先輩の先生達のプレーを拝見しとても目標に
なってます。仕事から解放され緑豊かな自然の
中で珍プレー、好プレーに一喜一憂しながら明
日からの仕事へのエネルギー補充の為の最高の
時間帯と思います。
　振り返ってみますと開業して早や 32 年の月日
がたちました。当初からあまり変化がなく、仕
事の時は国道 58 号線を那覇市山下町の自宅から
宜野湾市真栄原の医院まで、約 20 キロの距離を
朝の道路渋滞と相俟って約 35 分、車で懐メロを
聞きながら毎日通勤している今日この頃です。

　元号が平成から令和に変わって数か月が経過
し、日本中にあふれた改元前後の興奮と歓喜も
一段落した。連日報道されるニュースは、上皇
陛下の皇太子時代にお目にかかった 56 年前の
私の記憶を呼び起こした。
　沖縄と本土を結ぶ青少年親善交流推進事業と
して昭和 37 年に始まり、現在も継続している
沖縄豆記者団派遣があるが、今年は第 57 次に
なるようだ。第 1 次は那覇市内の中学からの派
遣であったが、翌年の第 2 次豆記者団は中部地
区からの派遣であった。中部地区の中学校 6 校

内地か本土か、 
それとも？

協同にじクリニック
喜久本　朝善
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より 3 年生 9 人、私を含めて 2 年生 4 人、1 年
生 1 人の計 14 人であった。避暑地の軽井沢にご
滞在中の皇太子時代の上皇陛下にお目にかかる
事が出来た。まだ 13 歳で皇室についての知識が
十分でなかった私はあまり緊張した記憶がない。
しかし、ゆっくりと優しいお言葉でお声をかけ
て下さっていたお姿は鮮明に脳裏に焼き付いて
いる。
　さて、一行は訪問する先々で交代でスピーチ
をすることになっていた。後楽園球場で巨人戦
を観戦した際に私と同じ 2 年生がスピーチを
行ったが、それは堂々としていて立派なもので
あった。しかし、宿舎に戻った後に引率の先生
達からその生徒に、「内地」と言う言葉は使わ
ずに「本土」と言うようにしなさいとの指導が
あった。その光景を間近で見ていた私は、何故

「内地」が駄目なのかその理由は分からなかっ
たが、それ以降「内地」を封印した。
　高校時代には、「核抜き本土並み返還」や「本
土復帰」が新聞やテレビのニュースとして頻繁
に登場するようになり、「本土」という言葉は
自然に抵抗なく使えるようになっていた。大学
入学後には 70 年安保改定や沖縄返還などが大
きな政治的課題になり、全国に吹き荒れた学生
運動の高揚の中で必然的に沖縄の歴史を学習す
る機会を得た。その時に「内地」の意味や引率
の先生達の指導の真意を理解した。
　「内地」は北海道でも使われているようであ
る。北海道では開拓時代に屯田兵や入植者が、
主に本州を指して使ったのが残っているとの事
である。日本に組み入れられてからの歴史が浅
く、かつては北海道開発庁が設置されるなど沖
縄と相通ずる部分もある。しかし、私の頭の中
にある「内地」は北海道民が使う「内地」とは
異なっていた。戦後アメリカの施政権下に置か
れた沖縄と違い、日本の平和憲法が適用され、
パスポートなしで自由に移動が出来る日本であ
り、その意味では北緯 27 度線以北、すなわち
鹿児島県与論島以北の日本であった。そして、
1972 年の沖縄返還によって沖縄も「内地」に
なったはずであった。

　「内地」があるなら当然「外地」が存在する。
戦前、「外地」とは台湾や朝鮮などの植民地を
指す言葉であった。しかし、日本の面積の 0.6%
を占めるに過ぎない「内地」となった沖縄に、
今なお 70.6% の米軍専用施設が存在し、米軍・
米兵による事件や事故が後を絶たず、近年、沖
縄の過重な基地負担は構造的差別だと言われる
ようになった。県民が自ら「内地」を使うなら
沖縄を「外地」と認める事になり、「外地」で
ある沖縄に基地負担を押し付けても良いと言う
潜在意識の形成を助長し、構造的差別の存続を
幇助する事になるのではないかと思う。
　そのような訳で、私は長い間「本土」を使用
していたが、それに対してもここ 10 年余違和
感を覚えるようになった。「小指の痛みは全身
の痛み」と言う故喜屋武眞榮参議院議員の有名
な言葉があるが、私は「本土と沖縄」という表
現に、主従関係の従、小指、トカゲの尻尾を連
想するようになった。沖縄人（ウチナーンチュ）
としての矜持から、「本土」を封印して「他の
都道府県」、「他府県」「他県」、「県外」などを
使うようにしている。

　皆さん若かりし頃、一度は宇宙について考え
たことはあったでしょうか。
　アポロ 11 号が月面着陸を成し遂げて以来、
日常生活で新鮮な宇宙の話題を聞くことは乏し
くなってきました。最近私は、宇宙に関する本
を読み、いろいろな職種の人がそこに集い、そ
のコツコツと持続的な研究を続けていることに
大いなる感激を覚えました。その無限なる宇宙
の神秘と小さな一歩であるが着実に進歩する宇
宙戦略等について私が感じたことを述べたいと

宇宙への旅立ち

具志堅循環器・内科
具志堅　政道
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思います。まず宇宙の大きさについて、よく宇
宙は無限なものと言われますが、その無限とい
う言葉について考えれば考えるほど混迷をもた
らすものはないと思います。太陽系の外には同
様な星座系があり、そのまた外側には同様な星
座系が延々と続くということは、人間の想像力
をはるかに超えた事象で、人間には理解不能の
世界であります。
　まず一般的な星座の話から始めましょう。月
以外でよく話題に上るのは火星であり、火星人
とか火星探検とかは、我々がよく子供のころ話
した内容であります。地球と太陽の距離（約 1.5
億キロメートル）を 1au（天文単位）といいま
すが、太陽との距離は、火星が 1.5au、木星が
5au、土星が 10au の離れた位置にあります。火
星は地球より二回りほど小さく、直径は地球の
53% であり、重力も大きさに左右されるもので、
地球の約 38% といわれる。火星に大気はあるが、
重力が弱いせいでガスが宇宙空間に逃げやすく、
地球と比べると 100 分の 1 気圧であるといわれ
ている。また平均気温がマイナス 63 度、最低気
温はマイナス 140 度で、人間が居住するには最
適な環境とは言えないようです。さらに火星は、
地球より太陽から 1.5 倍遠くにあるので、日光
力も 2 分の 1 と微弱になっています。現在、火
星への移住計画も進んでいるそうですが、そう
いうところへ住むというのが果たして人間の幸
せかどうかは甚だ疑問であります。もちろん科
学者には、生命の起源を想定でき、あるいは新
しい生命体の発見という人類の長年の夢をみた
すことができるかもしれません。しかし火星に
行くにはその往復にかかる時間も前もって考え
ておかなければならないのです。単純に考える
と片道 260 日、往復で 520 日とみなすのが普
通ですが、その復路である火星を出発する日も、
惑星自ら公転軌道を持っているので地球の位置
を見極めて飛び立たないといけません。その待
ち時間でも一年を要し、結局火星への旅たちは帰
還するまで 2 年半かかるということになります。
このような日数のかかる旅たちに、それも 100%
安全とは言えない宇宙への旅たちに、自分の命さ

えかけてすることが飛行士の宿命なのでありま
しょうか。宇宙飛行士は数人が必要とされますが、
その飛行期間中難解な諸問題に立ち向かわなくて
はなりません。日頃訓練されているといっても生
身の人間にとって何が起こるかわからないのが宇
宙で、最悪の場合は自分の生命までも犠牲にする
場面があるかもしれません。近い将来にもし火星
へと旅立つ飛行士を見送ることがあるならば、従
事する飛行士に大いなる期待と絶大なるエールを
送りたいものであります。
　皆さん覚えておいてでしょうか。40 年前にボ
イジャー1号・2号という探査機が地球を飛び立っ
たのを。そのボイジャー 1 号・2 号が 40 年かけて
最近太陽系を脱出したという。その目指すところ
は、全天中最も太陽系に近い恒星であるアルファ・
ケンタウルスであります。そのアルファ・ケン 
タウルスまでたどり着くまであとどのくらいの時間
を要するでしょうか。人工物で史上最速の秒速 17
キロメートルで走行したとしても、アルファ・ケ
ンタウルスまでの距離は約 26 万 8,400au なので、
ボイジャーが到達するには 7 万 7,000 年後となる
とのことです。果たして我々の子孫がボイジャー
の到達を知ることがあるのでしょうか、それとも
その前に人類は滅亡しているのかもしれません。
　このように遠大な計画を立て、いつ実際に実を
結ぶかわからないことに集中し絶え間ない努力を
費やすのが宇宙研究に携わる人たちなのかもしれ
ません。
　我々が日々の生活に忙しく追われている間に
も、宇宙研究に必死に取り組む人たちがいること
を忘れてはなりません。
　いつの日か、また新たな新鮮なニュースが
我々の耳に飛び込んでくることを期待して。
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カンムリワシの幼鳥

　野鳥撮影は旅の 2 日目に行ったのであるが、1
日目はホタル狩りのツアーに参加した。日が落
ちて於茂登岳の山道沿いの林間を点滅しながら
ゆっくりと飛び回る多数のヤエヤマボタルを鑑
賞してきた。ヤエヤマボタルは米粒大のとても
小さな陸生のホタルで日が落ちてからの暗闇の
中、30 分から 40 分だけ黄色く点滅しながら求
愛行動をしているとのことである。撮影にもチャ
レンジしてみたが、何回か撮ったなかで蛍が何
とか撮れていたのは、わずか 1 枚だけであった。
ホタルには人工の光が大敵とのことで、明りの
ない石ころだらけの夜道を歩いて移動するのが
大変であったが、目の前で優雅に飛び交い乱舞
する小さなホタル達の黄色く点滅する淡い光の
群れに心が癒やされたひとときであった。
　ホタル狩りを終えて、近くの周囲に人工の明
りのない畑道に車を止め、車外に出て夜空を見
上げると満天の星空が広がっていて、さすが星
空特区に指定されたことだけはあると感動しつ
つ、首が痛くなるまで見上げていた。ホテルへ
帰って遅い夕食を食べてから、もう一度星空を
観に、石垣市の南岸にある人工ビーチに行き星
空の撮影にもトライしたのだが快晴でなかった
せいもあり満足のいく写真は撮れなかった。こ
れこそお天気次第なので仕方ないのだが、いつ
か本島でも再チャレンジして、是非天の川を綺
麗に撮ってみたいと思う。
　さて帰る当日の 3 日目は観光名所めぐりで北
は平久保崎（石垣島の最北端）からヤエヤマヤ
シの群落、かの風光明媚な川平弯をめぐり、石
垣焼窯元で何十万円もする大皿を横目に見なが
ら、ウン千円のアクセサリーをお土産に買い、
次は是非西表島まで足を伸ばしたいとの思いを
残しつつ夕方の便で那覇に帰ってきた。
　最後に一つだけ、これから石垣島に旅行され
るかもしれない人たちにアドバイスがあります。
石垣島鍾乳洞には立ち寄らないほうがいいです。
受付が無人で、鍾乳洞も入口しか見れない、実
に残念な処でした。これから整備されて鍾乳洞の
中も入って見学できるようになると思いますが、
そうなるまでは訪れないよう強くお勧めします。

　さる 5 月の連休を利用して石垣島に野鳥探索
撮影旅行に出かけた。60 歳を機に始めたカメ
ラの撮影対象として野鳥は欠かせない存在であ
り、最初に撮影対象にしたのが、カワセミだっ
たこともあって、今では月や夕日、星空、草
花、風景と撮る対象は増えてきたのだが、やは
り一番は野鳥になるのだ。というわけで、去年
は宮古島、今年は石垣島へと連休を利用して撮
影旅行に行ってきた。たまたま同じく野鳥撮影
を趣味にしている幼馴染の友人がいて彼とつる
んで 2 泊 3 日の旅をしてきたのである。現地で
はバードウォッチングガイドを雇いガイドの案
内で石垣島のあちこちを野鳥求めて車を走らせ
た。撮影のほとんどは車の窓越しで行うのであ
るが、これは野鳥をできるだけ警戒させずに撮
るためである。朝から 6 時間ぐらいかけて、多
くの野鳥の撮影をすることができ大満足の旅で
あった。石垣島の代表的な鳥であるカンムリワ
シを始め、アカショウビン、ムラサキサギ、ア
オバズク、コウライキジ、野生化した孔雀、ブッ
ポウソウなどが撮影できた。

石垣島 
野鳥撮影紀行

たばる内科胃腸科
金城　幸博
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　思いもしなかった血液センターでの仕事に、
昨年から就いている。一方、若い頃に研究室仲
間と「いつかはライフワークについて “わたし
と○○” と云う文章を書いてみたいな」と冗談
で話し合っていた。1 年しかしていない仕事を
ライフワークと云うのは明らかに不適切だが、
今回の大袈裟な“わたしと血液”との題名を笑っ
て許して頂きたい。
オーストラリア抗原と NAT
　わたしが学んだ頃の九大病院の輸血部長は大
河内教授である。大河内先生がビニールのエプ
ロン姿で院内を手押しの台車に何か（検体？）
を載せて押していく光景をよくお見かけし、

「オーストラリア抗原（Au 抗原：Australia 抗原）
を発見したのは大河内先生だそうだ」と学生同
士でうわさしていた。Au 抗原と言っても若い
医師はピンと来ないかもしれないが、今で言
う HBs 抗原だ。1964 年、米国のブランバーグ
教授が患者血液から未知の抗体を見つけ、反応
する抗原をオーストラリア原住民の血清から発
見したので、当初 Au 抗原と名付けられた。Au
抗原とウィルス性肝炎との関連を明らかにした
研究者のお一人が大河内教授である 1）。大河内
教授は Au 抗原とウィルス性肝炎の研究では一
歩先をいっていたが、ノーベル賞を受賞された
のはブランバーグ教授であった。
　さて、Au 抗原発見と同じ 1964 年にライシャ
ワー駐日アメリカ大使の刺傷事件があり、その
際の輸血によって肝炎が発症したことを契機に
輸血用血液は売血の時代から 100％献血の時代
となった。B 型肝炎、C 型肝炎などの検査は当
初、血清学的検査が用いられていたが、現在
は NAT が行なわれる。NAT は、核酸増幅検査

（Nucleic acid Amplification Test）の略語である。

わたしと血液

沖縄県赤十字血液センター
所長　久田　友治

血中のウィルス検査において、検出できないウ
インドウピリオドと呼ばれる時期がある。ウイ
ンドウピリオドが短い NAT を導入して、検査
のさらなる高感度化が図られたので、輸血後の
感染リスクは究極の軽減を達成することができ
たと考えられる。
院内採血そして GVHD
　初期研修を受けた県立中部病院では救急患者
が多く、院内採血が必要なケースが時にあった。
研修修了後は沖縄赤十字病院を経て九大や関連
病院で研究と呼吸器外科の専門研修を行なっ
た。研究では腫瘍免疫のテーマを与えられ、実
験を続けながら免疫学のテキストの輪読会を行
なっていた。そのテキストには GVHD（Graft-
versus-host disease：移植片対宿主病）について
も記載されていた。臓器移植の一つと考えられ
る輸血でも副作用の一つとしての GVHD が起こ
る事があり、患者を死に至らしめる。調べてみ
ると、術後紅皮症は以前から知られていたが、
日本で輸血後 GVHD を疑う大動脈瘤手術後の
症例報告 2）が出たのが 1984 年で、わたしが免
疫の勉強を始めた年である。現在の輸血用血液
製剤では、自分以外を敵と見なして攻撃する白
血球をフィルターで除去し、更に放射線照射で
叩くので、GVHD は殆ど無くなっている。1994
年に琉大で外科医としての仕事を始めたが、そ
こでも緊急手術が多く院内採血が必要であっ
た。またその頃、血液センターから搬送される
血液製剤の放射線照射は未だ行われていなかっ
た。センターから届いた製剤を受け取って放射
線部まで運ぶのは何故か医師の役目であった。
　より安全な輸血のために、基礎医学そしてそ
れを医療の現場に定着させるために多くの研究
者や医療人等が居たことに思いをはせた。

1）	 Okochi K, Murakami S. Observation on Australia 
antigen in Japanese. Vox Sang 1968; 15: 374-85.

2）	 青木泰子ほか . 腹部大動脈瘤手術後の輸血による移
植片対宿主反応が疑われた高齢者の一例 . 日内会誌
1984; 73:1209-16.
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　小学生の時、大人につれられ、兄達と観た映
画は怪獣映画であった。学校教育の映画として
白黒映画はみていたが。カラー映画でゴジラが
暴れて建物を壊す場面や怪獣同士の激突を興奮
してみた記憶がある。また、2 本立てでもう一
つは若大将の映画で都会生活は明るく、カッコ
よく、あこがれを抱いたものである。これが私
の娯楽映画のデビューであるが小学生というこ
ともあり 2、3 本観たのみである。高校卒業後
に最初の洋画は「ブーベの恋人」で内容も記憶
にないが音楽だけは覚えている。
　浪人時代から学生、社会人は映画館に行く機
会が最も多かった時である。映画はスクリーン
を通じて、世界各国に連れて行ってくれるし、
未来から過去の時代まで、また、時には他人の
家庭までみせてくれる。2 本で 4、5 時間は過
ごせるので時間があると映画館へと足を運ん
だ。上映途中から映画館に入ることも出来たが
勿論、最初からでないとワクワク感は半減する。
那覇では国映館、から次のグランドオリオンで
の上映時間に間に合わすため走ったこともあっ
た。当時の映画館は開始となると真っ暗で座席
をしっかりと確保するため、手探りで歩を進め
ないといけない。私の友人などはあわてて座ろ
うとして他人の膝に座り痴漢と間違われたエピ
ソードがある。どの席に座れるかは映画鑑賞で
は重要で、指定席などなく座れないと 2 時間近
くは立ってないといけないし、ジーン・ハック
マン主演のポセイドン・アドベンチャーは 70
フィルムでの大画面であったと思うが前列の端
しか空席がなく、天井を見上げて、字幕も追っ
かけてとよい映画であったが非常に疲れた映画
でもあった。
　座席は堅かったが座れれば集中して観ること

「映画今昔」2

おもろまち　　　　
メディカルセンター

兼島　洋

ができる。今、考えると恐ろしいが館内は禁煙
でなく投射の光にタバコの煙が立ち上ってい
た。また、時にはコーラ瓶が床をゴロゴロと前
方に転がる音が音響効果と思うほど聞かれる事
もあった。売店はあったが飲食持ち込みは自由
であったため、那覇の公設市場で天ぷらを買っ
て館内で夕食代わりにするのが至福の時であっ
た。一度だけ、映画館内でネズミをみた。彼ら
も館内で夕食をとっていたのかもしれない。そ
のような劣悪な環境であったが映画館に入ると
日常生活から離れることができ、集中してみて
いた。当時は携帯電話もなく、ポケベルなども
ないので没頭できた。呼び出しが可能となって
からは、勤務医であり患者の状態が落ち着いて
いるのを確認して夜映画とすることが多かった
が 2、3 度は映画館に入館してから病院に引き
返したこともある。
　本土への学会出張でも時間があれば映画館が
どこにあるか調べて観に行くことが多い。昔は
駅や商店街の近くで大きな看板を見つけること
が出来たが、今は複合施設などのビル内に映画
館があり探すのに苦労する。
　現在は、入館するまえに座席が指定され座席
は座りやすく、シニア会員となり映画賃も安く、
快適な環境で映画鑑賞ができる。しかし、集中
して視ているが若い頃と違って眠気が瞬間に
襲ってくることと、外国の映画で多いが、登場
人物が多く、俳優も似ているので関係が不明と
なり、小説みたいに登場人物関係図みたいな解
説が必要な時があり、単独では観ることが出来
にくくなっている。他の人もいつでもレンタル
で観れるためか、お喋りしている同年輩や、ス
マホを弄ってる若者もいる。映画入場数は減っ
てきているが私は今後も出来るだけ楽しく映画
館で鑑賞していこうと考えている。
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　わたしは自分はクリスチャンだと思っていま
す。大学時代に母が通っていた教会で洗礼を受
けたからです。わたしは現在教会へ通っていま
せん。心は神様といつも一緒にあると思ってい
ます。
　わたしは何か願い事があると、いつも声をだ
して祈っています。祈る相手は亡くなったわた
しの親類です。まず最初に 30 数年前に亡くなっ
た父（オヤジ）。顔を思い浮かべながららオヤ
ジさんと呼びます。次に生後一か月足らずで亡
くなった守兄さん。残念ながら思い浮かべる面
影はありません。次に父方の祖父母。わたしか
らすればおじいさん（オジイ）、おばあさん（オ
バア）。おばあさんはわたしが生まれる前に亡
くなっているので、残念ながら思い浮かべる面
影なしです。次に母方のおじいさんとおばあさ
ん。二人ともしっかり覚えています。父母の出
身は宮古島なので、各家には特有な呼び名があ
るので、その呼び名でおじいさん、おばあさん
は区別しています。次に母の亡くなったお兄さ
んとおばさんも呼びます。最近、アメリカにい
る姉貴が家族を連れて里帰りしたので、姉貴の
旦那の亡くなったおじいさん、おばあさんも追
加して顔を思い浮かべながら祈るようになりま
した。アメリカのおじいさん、おばあさんには
わたしが初めてアメリカに行ったときに、ほん
とうによくめんどうをみてもらい、あの時（お
じいさん、おばあさん、わたし）ヘビースモー
カーだったので、二人の家では気にせずタバコ
が吸えたのに、姉貴の家では禁止だったので、
よく車庫で文句を言いながらタバコを吸った思
い出深い記憶もあります。
　何時頃から、こんなお祈りの仕方を始めたか
思い出すと、7 年前大きな病気をして、長期の

わたし祈ってます。

北中城若松病院
国吉　孝夫

入院を余儀なくされていた時ではなかったので
はないでしょうか。治療自体は病院のスタッフ、
家族、友人のサポートでそんなにつらくなっか
たのですが、あの世へのお迎えが何時来るのか
の恐怖の中、しらずしらずに声を出して、気が
ついてみれば、みんなの顔を思い浮かべながら
祈っていたのが始まりでした。現在、完全に回
復したとは言えないけれど、毎日、元気に仕事
ができることに感謝しながら、何か願い事がある
と、すぐに声を出して願い事をする習慣ができて
しまったのです。
　特別なお願いの時には、仏壇に線香を焚きな
がら、みんなの名前を呼びながらお祈りします。
また、お盆、お正月にはみんなの名前以外にも、
ご先祖さまも付け加えることも忘れていません。
ですから、わたしは亡くなったこの親類の方々
はいつも隣にいると思っています。

　今年の 4 月 21 日から 27 日まで息子と二人
でグランドキャニオン・その他のキャニオン
ツアーに参加した。ガイドをしてくれた方は
韓国人の地質学者イ・ジェマン氏であった。
とても刺激的なツアーでした。グランドキャ
ニオンは長さ約 450km、最大幅約 30km、深さ
約 1.8km にもなる巨大な渓谷で沖縄県が丸ご
と入る大きさである。一般にはコロラド川の
浸食によって長い年月かかってできたと言わ
れている。でもそれはグランドキャニオンを
観察して出した結論というより、斉一説（地
層は長い年月ゆっくりと積み重ってできた。）
で説明しようとするためである。世界中には
356 の洪水伝説があって最も詳細に記されてい
るのが聖書にあるノアの洪水と言われていま

グランドキャニオンは 
ノアの洪水によって 
一番よく説明できる。

南部徳洲会病院　　　
リハビリテーション科

松原　弘明
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す。それは地球的規模で起こったと記されて
います。
　混濁流（土砂が混じった水流）による地層
形成は、水平と垂直に同時に急速に形成する
ことが分かっています（コロラド州立大学の
実験、1993 年）。地層に見られる細かい縞模
様を層理と呼びますが、地層に対して斜めに
交差しているものを斜交層理といいます。斜
交層理のある地層の厚さから、堆積した当時
の水深を測ることができます。それによると
グランドキャニオンやザイオンキャニオンは
斜交層理形成時には 100m の水深があった計算
になる。地球上の地層で斜交層理はよく見ら
れるとのことで、これは今日の自然形成過程
では形成されない、大量の土砂と水による混
濁流によってのみ説明が可能である。
　いきなり化石の話になりますが、生物が生
きている時、急速に土砂に埋没すると化石と
なる可能性があります。それは死んだときバ
クテリアに分解されて形を失うことが無いか
らです。地球上の堆積岩に化石が多く見られ
ることは、地球規模の混濁流による埋没を意
味します。進化論者たちは化石に進化の中間
形態の生物が見られることを期待しましたが
化石に中間形態の生物は発見されたことがあ
りません。始祖鳥は既に学会で鳥に宣言され
ました。他にシーラカンス・イクチオステガ
などが中間型と主張されています。ダーウイ
ンはのちの時代になると中間型の化石が多く
見つかって自分の進化論の正しさを裏付けし
てくれることを期待していたがその後時代を
経て中間型と考えられた化石は減っています。
　グランドキャニオンはノアの洪水の後、そ
この場所にあった北と東の湖の堰が決壊して
多量の水が流出して削られて渓谷とコロラド
川と小コロラド川を形成されたと説明されて
いる。その湖のかつての広大な範囲を見るこ
ともできた。現在北湖は水が残っていてパウ
エル湖となっている。
　地層の話に戻るとグランドキャニオンは土
砂が堆積してその後削られて地層の断面をか

なり深く観察することができる。そこでは化
石のない地層（進化論的区分では先カンブリ
ア紀：始生代と原生代に分けられる。聖書で
は洪水以前の層：第 1 日と第 3 日の層）と化
石のある層（同様に顕生代と洪水時の層）を
見ることができる。これはとても感動モノで
した。
　本当はもっと細かく述べたいのですが字数
が限られており、結論だけを言うとこの表題
になります。小さなコロラド川が長い年月か
かってグランドキャニオンを削ったとの説は
無理があるように思えます。グランドキャニ
オンは激変説の方がうまく説明できるように
思えます。イ・ジェマン氏の日本人向けのグ
ランドキャニオンツアーは今回が最後になる
との事で残念さが残りましたが、又別の形で
復活したらぜひ参加する事をお勧めします。
この掲載を依頼した医師会のメンバーに心か
ら感謝します。

　私は宮古民謡を趣味として楽しんでいます。
宮古民謡は人生の友とも言えます。私は結婚式
や祝いの席でも自ら宮古民謡を歌わせてくれと
お願いし、積極的に壇上で歌っています。その
ようになったのもきっかけがありました。その

宮古民謡で心が繋がる

沖縄県立宮古病院
院長　本永　英治
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きっかけとなった話を 2 つ程話します。また後
半では最近あったことで私の唄う宮古民謡であ
る方と繋がりができた話をします。
　今から 17 年ほど前でしょうか、パ－キンソ
ン友の会の忘年会がありました。その中に 70
代後半の爺さんがいました。保健婦さんからこ
の方は友の会主催のカラオケに誘ってもいつも
つまらなさそうにしている、と聞かされていま
した。私は奥さんからこの爺さんの趣味は「宮
古民謡」であることを聞いていました。『宮古
民謡を歌えば喜んでくれるかな…』。私はパー
キンソン友の会の忘年会で宮古民謡「池間ぬ主」
をアカペラで唄いました。すると先ほどの爺さ
んの表情が一変しました。1 番を歌い終わり、
2 番目に入った時です。爺さんは感極まり目が
真っ赤になりかすかな声で一緒に唄い出しまし
た。私自身は吃驚しました。私の唄う宮古民謡
がパ－キンソン病の一人の爺さんの心を揺さぶ
り感動しているように見えたのです。何だか此
方まで嬉しくなり、今後も機会あるごとに宮古
民謡を歌ってみよう…と思いました。
　そしてもう一つの話です。これもだいぶ前の
ことです。伊良部島の方で 65 歳ほどになるタ
クシー運転手が多系統萎縮症に罹患し、次第に
起きれなくなるほどの重度障害者に陥りまし
た。気の強い方で、『絶対に直す、治って見せ
る』という意気込みで、『リハビリ、リハビリ
がしたい』と叫んでいました。起立性低血圧に
よる失神発作も頻繁に起こり、全介助という身
体状況に陥りました。私はこの患者さんに『治
癒することが難しく、徐々に進行していく』こ
とを話しました。その後はあれ程叫んでいた『リ
ハビリ』という言葉も訴えなくなりました。そ
んなある日、病院の納涼祭がありました。私は

『伊良部トウガニ』を歌ってみたくなりました。
会場にはリクライニング車いすに乗っているタ
クシー運転手の姿もありました。私が伊良部ト
ウガニを歌い始めた時です。その方の目が真っ
赤になっているのが私の目に飛び込んできまし
た。感極まって泣き出したのです。故郷の民謡
は人間のこころにこれ程響くのだと私自身も感

動していました。
　私が宮古民謡を人前で歌うのはこのような体
験があったからです。そして最近のことです。
一人の人間と出会いがありました。ハンセン病
患者の会の代表の方で、水納島生まれの方でし
た。私に会った瞬間から、私のことを『あだん
屋のアズ』の先生だと親しそうに話してきまし
た。『あだん屋のアズ』とは多良間島の民謡で
新築祝いに大工さんらが手をつなぎ、新築を祝
う神歌（ニリ）でかつ労働歌です。私はこの民
謡を 6 年程前に宮古南静園の新しい棟の完成
祝いの時に皆の前で歌いました。もちろんプロ
グラムになく自ら歌わせてくれと申し出たので
す。その会場におそらくこの方はいたのでしょ
う。この方はこう言いました。「幼い頃に多良
間島で聞いた唯一の民謡が『あだん屋のアズ』
なんだ、そして私はこの民謡しか知らないのだ」
と懐かしそうに話してくれました。私はこの方
の前で 2 度目の『あだん屋のアズ』を歌いまし
た。そしてその民謡に纏わる話をしました。終
始笑顔で『嬉しい嬉しい』と感謝されました。
このようなことで私とこの方とは壁もなく打ち
解け合い、何時の頃から今日まで親しい友人関
係だったんだ、と錯覚さえしました。
　このように民謡を歌うことで心が繋がること
もあるんだなぁ、と思いながら現在も私の心の
友とし時々宮古民謡を楽しんでいます。

　沖縄生活も長くなったが、青い空やエメラル
ドブルーの海に憧れて沖縄にきたわけではな
い。山と海のどちらが好きかと問われれば、山
が好きと答える。山の中で生まれ育った妻は、
水や海には恐怖心があるようで、やはり、山が

我が家の山歩き遍歴

県立八重山病院
菊地　馨
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好きである。夫婦揃って「山が好き派」の我が
家の楽しみは山歩きである。
　それほど熱心な登山愛好家ではないし、登山
技術を持ち合わせているわけでもないので、ハ
イキング、トレッキング程度であるが、子供が
独立してからは、機会を見つけて山歩きに勤し
んでいる。
　もっとも、山小屋に泊まり込んでも登りたい
と言うほど熱心でもなく、日帰りで、できれば
下山後は温泉に浸かりたい、と言う程度の軟弱
な山歩き愛好家である。また、山好きの人は同
じ山に何度も登ったり、いろいろな経路でア
タックしたりするらしいが、少ない機会を生か
して、できるだけ多くの山に登りたいことを言
い訳に、同じ山には滅多に行かない。
　沖縄からの距離的時間的な制約を考えると、
私たちの年齢では、週末 2 日間での遠征はかな
りきびしく、少なくても 3 連休はほしい。それ
も、できれば前日の最終便で出発して東京や大
阪で前泊し、3 日目の午後には空港に戻ってく
る、といった日程が好ましい。いきおい、新幹
線などが利用できる交通の便利な場所や観光地
化されている場所を選択せざるを得ない。
　国内では、北から、大雪山お鉢巡り、尾瀬、
奥多摩、長野県の霧ケ峰高原と北横岳、志賀高
原、中央アルプス駒ケ岳、上高地、四国の石鎚
山、剣山など、確かに、有名所が多い。尾瀬は、
看板に偽りなく美しかった。我が家では珍しく、
春と秋、２度訪れた。上高地には紅葉で有名な
涸沢カールがあるが、山小屋に泊まらないと難
しいので、再挑戦は懸案となっている。
　海外では、シアトルでの研修中に何度か訪れ
たマウント・レーニエが思い出深い。特に、秋
は一面の紅葉が見事で、日本の繊細な紅葉とは
違うが、美しかった。ハイキング途中にしばし
ば遭遇したマーモットも、人を恐れず可愛かっ
た。余談になるが、冬、雪に覆われた真っ白な
マウント・レーニエはとりわけ美しく、昔、移
民の人たちが、その形からタコマ富士と呼んで
日本を懐かしんだのも然りと思った。当時の移
民の人たちに比べれば、私の研修の苦労など比

べ物にならないが、シアトルの丘から見える雄
姿に慰められた思い出がある。
　最近訪れたのはヨーロッパアルプスで、定番
のアイガー、メンヒ、ユングフラウヨッホ、モ
ンブラン、マッターホルン、もちろん、展望台
から眺めるのみで、自ら制覇できるはずはない。
もっぱら山麓のハイキングを楽しんだ（一定の
経験があればガイドツアーで挑戦できる山もあ
るようで、以前、バケーションにマッターホル
ンに登ってきた研修医がいた。うらやましい）。
高山植物の咲く時期、雄大な山々を眺めながら
お花畑のハイキングには、山頂制覇を目指す登
山とはまた違った楽しさがある（やや負け惜し
みだが）。余談だが、山は、やはり、独立峰が
美しく、周囲を高い山々に囲まれているモンブ
ランはいまひとつだが、朝焼けに輝くマッター
ホルンは圧倒的に美しく、荘厳ですらあった。
　以前はガイドブックの標準的な所要時間は軽
くクリアでき、かなり詰め込んだスケジュール
を立てていたが、最近は、所要時間ギリギリま
でかかる事が多くなってしまい、無理な計画は
立てられなくなっている。よる年波には勝てず、
体は正直なものだと思っている。若い頃と違い
当直も減り、休みも取りやすくなっているので、
余裕を持った計画で、無理せず、今後も山歩き
を楽しみたいと思っている。

　皆さんの家にはトートーメーがあるでしょ
うか？私は長男なので祖父から引き継いだトー
トーメーがあります。今から 20 年程前祖父が他
界した折に、お坊さんが位牌に名前を書き込む
のを見せてもらいました。お坊さんは名前を書
き込んだあとに位牌を裏返してそこに生年と没

ルーツを訪ねて 
（トートーメーの裏側にあったもの） 

ちばなクリニック
健康管理センター

兼城　邦昭
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年の月日を書き込んだのです。日頃はトートー
メーの正面しか拝んだことがなくその裏側に文
字が書かれているとは想像すらしませんでした。
他のご先祖様の位牌の裏側も見てみました。我
が家のトートーメーには 4 代前までの位牌があ
りますがその全てに生年・没年が書かれていま
した。それをみると約 150 年前、幕末の頃まで
遡れます。このことは私にとって新鮮な驚きで
した。それまで飾り物にしか思えなかったトー
トーメーに興味が沸いてきました。
　隣は祖父の兄の家でそこのトートーメーは
もっと古いのではないかと考え早速見せてもら
いました。案の定その家の位牌の裏には字はか
なり薄れてはいますがさらに 3 代遡る事が出来
ました。約 300 年前、1700 年頃の祖先までた
どることができました。アメリカ合衆国の建国
より古いのです。その時我が家に家系図がある
ことを思い出しました。それまで我が家の家系
図はまがい物ではないかと疑っていたのですが
トートーメーに書かれたものと照らし合わせる
と名字、生年、没年が完全に一致していました。
どうやらまがい物ではないようです。家系図を
たどると初代が 1450 年代に遡ります。信長が
活躍した戦国時代より 100 年も前のことです。
私は初代から数え丁度 20 代目でした。家系図
をみていると各代で姓が異なります。初代が大
城、2 代目が笠利、…6 代幸地などさまざまな姓
があります。兼城の姓が登場するのは 11 代目か
らです。調べてみると沖縄では姓は赴任する領
地の名前であり同じ門中かどうかは名前の最初
の文字（名乗頭なのいがしら）で決まるようで
す。私の門中は夏氏（かうじ）といい、初代が
大城賢勇（別名鬼大城ウニウフグシク）、その一
族は名前に賢を冠します。琉球古典音楽の祖と
呼ばれる幸地賢中（湛水親方）、琉球空手を本土
に伝えた糸東流の祖、摩文仁賢和など。私はと
言えば残念ながら長男にもかかわらず賢はつい
ていません。父が古い伝統をきらい、賢を廃し
たようです。ではなぜこのような家系図が残さ
れているのか？調べてみるとそれは 1600 年代の
薩摩の琉球侵攻と関係があるようです。薩摩藩

は琉球に日本と同じ身分制度を取り入れるよう
に命じ、1679 年に摂政羽地朝秀が士族に系図を
提出させ一部を首里の系図座に一部を各家で保
管することになったとのことです。1700 年代に
なると首里王府の官職が足りなくなり身分は有
するが官職につけない士族が地方で開墾するこ
とを許されるようになり（いわゆるヤードゥイ）
地方に分散していきます。それと一致するよう
に兼城家も 12 代兼城親方の子賢恵（1737 年生）
が具志川（現うるま市）に流れ、その 6 人の子
供達が具志川の各地（長男が宇堅、次男が兼箇段、
三男豊原、四～六男照間）に分かれ現在に至っ
ています。
　トートーメーから家系図へ。そこには私の家
族・門中の歴史、さらにその背後に琉球王国の
歴史も隠されていました。私は 1 度首里石嶺に
ある夏氏の本家を訪ねてみました。本家のトー
トーメーは私の家のものとは比較にならないほ
ど荘厳で家系図に出てくる実に 18 代に渡る夏
氏直系の位牌が見事に飾られていました。戦争
の頃、本家のおばあさんはこの位牌を風呂敷に
包み南部の戦火の中を逃げ回りながら、家族が
次々に砲弾で倒れるなか必死に守り続けたのだ
そうです。
　トートーメーそして家系図には家族と門中の
歴史が刻まれていました。一度トートーメーの
裏側を覗いてみて下さい（ばちあたりなことか
どうか私にはわかりませんが）。あなたの家の
トートーメーにもきっと家族、門中の歴史が刻
まれていることでしょう。

　モノレールを県庁前で降り、街の喧噪を後に
久茂地川を右手に見ながら川沿いを北上。徒歩

碧
あ お い

海の模合いは愉快

がきやクリニック
我喜屋　出
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5 分で今回ご紹介する店、居食屋　碧海に到着
する。
　数年前にひょんな事から高校の同期生と模合
をすることになった。メンバーは早世した一人
の高校の同期生つながりであるが、現職は公認
会計士、地元の有力会社の社長、公務員、ビル
メンテナンス業、自営業等様々である。今では
各々が社会の第一線で活躍している。模合いの
当初は、とある居酒屋の飲み放題食べ放題を利
用していた。中には大食漢もいて、大盛りの焼
き飯などをたいらげていた。ある日、メンバー
の一人から還暦を前に、こってり系の居酒屋メ
ニューでは如何なものかという意見があり、こ
の者の紹介でたどり着いたのが碧海である。
　気づかなければ通り過ぎるような小さな入り
口の戸を開けると、ほどよい空間が待っている。

店入り口

　右側にカウンター 6 席、左側に掘りごたつが
3 卓（14 席）、そして、奥の個室が 8 名ほどを
収容できる。

座敷

　模合では、いつも奥の個室を利用させていた
だいている。そこは、他のお客さんの目線が完
全に遮断されるため、気兼ねせず飲食ができる
嬉しい空間である。個人的にもう一つ気に入っ
ているのがこの店の手洗いである。和風の設え
で、水道の蛇口をひねると受けの銅板が斜めに
なっているため、流れる水の音が楽しい。
　店は美人の女将さんと寡黙な大将のお二人で
切り盛りをされている。和食は目で楽しむもの
といわれるが、具材は新鮮な海の幸、山の幸が
並び、器も料理の内容によって木、陶器、ガラ
ス、岩石と様々で盛り付けに一役買っている。
模合いでは 3,500 円で飲み放題つきのコース料
理を利用させて頂いているのであるが、内容的
には、例えば新都心などに行けば軽く 5,000 円
は超えるような料理が並ぶ。前菜、お造り、魚
料理、肉料理等々。また飲み物もビール、泡
盛、カクテル、ソフトドリンクと豊富で、個人
的にはノンアルコールビールが飲み放題なのが
気に入っている。尤も、この模合いではウイス
キーと炭酸水をボトルごと部屋に持って来ても
らい、自分達でハイボールを造るのが定番とな
っている。
　高校を卒業して 40 年ほどが経つが、この場
に居合わせると、途端に時間はタイムスリップ
し、相手が社長であろうと、公務員であろうと
昔に戻って、ざっくばらんな話ができるのが嬉
しい。メンバーの半数がいつもゴルフを一緒に
回っている仲なのであるが、その内の一人であ
る例の社長が負けず嫌いで、｢ 自分がゴルフの
練習しないのは一緒にコースを回る他の 3 人と
のスコアがあまりに差がついたらかわいそうだ
から ｣ と宣うのであるが、実際のスコアは同等
かあるいは彼の方が低いことがあるようで、思
わず皆、笑ってしまう。他、年齢的に話題にな
るのは、健康のこと、子供のこと、仕事の事等々
である。また、前述の大食漢は以前、胆嚢炎か
ら敗血症になり、一時期は危うい状況だった。
今、こうして、模合い仲間が欠けずに集えるの
はありがたいことである。還暦を迎えた時、積
み立てで、皆そろって台湾旅行に行くというの
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がこの模合いの当面の目標である。
　四方山話が続いているとコースの最後に大将
自ら締めの汁物を持って来てくれる。ほどよい
暖かさと量、そして絶品の味の品々を堪能しつ
つ、ひとときの安らぎの時間が過ぎて行く。決
して格式張らず、気心の知れた仲間と会食の機
会をもつにはおすすめの店であるが、日によっ
ては接待などにも使われているようなので予約
は早めがよろしいかと思われる。駐車場はない。
末尾に店の地図と電話番号をお示しする。

地図

　平成 31 年 4 月 10 日、日米欧などの研究チー
ムがブラックホールの『影』の撮影に成功した
と発表した。
　ハワイから南極まで各地の望遠鏡を連携させ、
地球サイズの巨大な仮想望遠鏡を実現、ブラッ
クホール近傍のガスが発する電波をとらえ、そ
の膨大なデータを 2 年かけて解析、影絵のよう
にブラックホールを浮かび上がらせたのだ。
　その画像をテレビや新聞でご覧になった方も

極私的宇宙論 

医療法人おもと会
大浜第二病院

我謝　道弘

多いと思う。著作権の関係でここには掲載でき
ないので、まだの方は『ブラックホール・写真』
で検索してください。
　ブラックホールといえば、高校時代に読んだ

『相対性理論入門』（内山龍雄著・1978）に詳
しく解説されていたことを思い出し、本棚を探
したが見あたらなかった。
　ちょうど 10 連休でもあり、私の家には書斎
がないので、この原稿を打つのには静かでよい
と考え、デイパックにタブレットを放り込み小
旅行気分でバスに乗り県立図書館へ出かけた。

　蔵書検索システムで印刷された図書番号を頼
りに広大な館内をさまよい、やっとの思いでそ
の本にたどり着いた。久々に出会えた本に感慨
を覚えながら読んだが『入門』とはいえ数式が
多く、高校の時には理解したつもりの解説は今
の私には難解であり途方に暮れた。
　気を取り直して蔵書検索システムへ向かい、
今度は『ブラックホール』で検索すると結構な
数の本が挙がった。
　中でも『ブラックホールをのぞいてみたら』

（大須賀健著・2017）には非常に詳しくわかり
やすい解説があった。それによると、ブラック
ホールはいつか周囲の物質をすべて吸いつく
し、ブラックホールだらけになった宇宙では、
それさえも消滅し最終的には物質のない空間に
なるのだそうだ。
　一方、『人類は宇宙の果てを見られるか？』（サ
イモン・ロジャース著・2016）には、宇宙創
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成の様子が解説されていた。全くの “0”（ゼロ）
の状態からビックバンが起こり、まず『時間』
が出現、次に『物質』とそれと対をなす『反物
質』ができた。『反物質』は『物質』と正反対
の性質で『物質』と出会うと、

（＋ 1）＋（－ 1）＝ 0 になるらしいが、ビッ
クバン時の宇宙には『物質』が『反物質』より
やや多く存在し、余った『物質』で我々の宇宙
が形成されたらしい。
　しかし、である。
　少なかった『反物質』はどこに行ったのだろ
うか？
　あくまで私見だが、実はビックバン時にでき
た『反物質』の一部は我々宇宙の反対側に飛び
出し別の宇宙ができたと考えるのがスマートで
はないか。すなわち『反物質』でできた『反宇
宙』である。
　『反宇宙』というのは無粋なので名称は『宙

ちゅう

宇
う

』あたりでどうか？また、発音はその国の方々
にお任せするとして、各国語も逆つづりにして
英語なら Esrevinu、ドイツ語なら Muar、フラ
ンス語なら Ecapse でよいのではと思う。
　宇宙の研究が進み、万が一そうだと証明された
折には、そういえば令和元年にガジャが他愛のな
いことを言っていたなあと思いだしてください。
　さて、これらの本を読むうちに、ふと輪廻転
生に考えが及んだ。
　『輪廻転生』はある。と、わたしは思う。
　あくまで、物理現象としてみた場合であるが。
まず、命が絶えた時に吐かれた息が、近くの生
き物に取り込まれ転生し、荼毘に付された灰は、
土や植物、時には石へ転生し、それを繰り返す
うちに原子となり、最終的に素粒子となり宇宙
へ漂い、ブラックホールに飲み込まれ、真の死
に至るのではないだろうか。さらに、その先が
あるとするなら、宇宙の向こう側にあるだろう

『宙宇』に生を受けて新しい人生を過ごすかも
しれない。
　あれっ、『人生』と言っている時点で向こう
の世界でも、私はやはり人間として生きること
を望んでいるのか .....

　こめかみに白髪が混じり始めた 50 歳を過ぎ
たおじさんが、立ち止まってスマホで道端の小
さな花の写真を撮っている。そんな光景は周り
の人たちの目にどのように映っているだろう。
季節によってはサクラ、月桃、トックリキワタ
などを、また公園の植え込みにかがみこんでパ
ンジーやガーベラ、かと思えばそこらへんにあ
るタンポポやハイビスカスなどを目についたら
パシャパシャ撮っている。彼は植物に詳しくも
なければ下手をすると今撮っている花の名前も
知らない。育てたことがあるのは小学 1 年生の
頃のアサガオだけだ。
　そんな彼がたくさんの花を撮る目的、それは
彼が院長を務めるクリニックの SNS、フェイ
スブックに載せるためだ。クリニックにはホー
ムページがあるが、フェイスブックとリンクし
ていてホームページからもフェイスブックの内
容を見ることができる。ホームページは今やほ
とんどの医療機関がインターネット上に広告や
情報公開のための手段のひとつとして導入して
いる。ただ、街中のクリニックの場合、概要を
伝える手段としてはよいが、日々のちょっとし
た変化や雰囲気、連絡などを伝えるにはちょっ
と重い。フェイスブックはクリニックの日記み
たいになっていて、日々のごあいさつや最近の
話題、クリニックの勉強会内容、予防接種のお
知らせなどを載せることができる。
　彼の朝の仕事のひとつがクリニックのフェイ
スブックの更新である。そのためほとんどが「お
はようございます」で始まり、次に天気のこと、
お知らせや最近のトピックスなどが続く。そし
て毎回の文章の最後にある「今日も 1 日笑顔
で過ごしましょう」のことばは、彼が日々大切
にしていることだ。歌の歌詞にも「世界の共通

スマイル！

リハビリテーション
クリニックやまぐち

山口　健
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言語は英語じゃなくて笑顔だと思う」なんてフ
レーズがあっただろうか。リハビリテーション
を中心としたクリニックには笑顔が必要だ。病
気やケガ、障がいと向き合う時に医療者が小難
しい顔をしていてはいけない。前向きなエール
を贈るために笑顔で応対するのだ。笑顔は感染
する。笑う門には福きたる！
　花を見て嫌な気分になる人はいない。気持ち
が安らぎ、自然に笑顔になると彼は考えている。
クリニックのフェイスブックには彼が撮りため
た花の写真のひとつが添えられている。花の名
前をコメントする人がいる。掲載された花の写
真が外来の会話のネタになる事もある。笑顔で
コミュニケーションをとる助けになっている。
そんなフェイスブック（日記）も開業以来 7 年
間続いている。いつも読んで「いいね」をクリッ
クしてくれる人たちがいる。沖縄県以外の常連
さんもいるのだ。その「いいね」やコメントは
サポーターたちのエールのようだ。
　今の時代、SNS はたくさんの情報を集める
ことができるツールのひとつであり、簡単に情
報を発信できるツールでもある。医療機関がそ
れを利用するメリットとしては、クリニック
のそして院長の方針や雰囲気を伝えることがで
きる手段のひとつになるということである。彼
にとって最初はホームページ作成の業者に勧め
られて始めたフェイスブックだが、すぐにレス
ポンスを確認できることが少し楽しく感じられ
た。日々フェイスブックを更新しているうち
に、花の写真を撮る事がいつのまにか彼の習慣
になってしまった。今では旅先の植え込み、街
路樹や学会会場の生け花まで被写体になってい
る。言葉だけではない、気持ちを伝える方法の
一つとして花の写真をまだ撮り続けることにな
りそうだ。

　令和を迎え半月が過ぎた。大きな戦争を体験
した昭和の時代は大きく平均寿命を伸ばすとと
もに目覚ましく医療が発展した時代でもあった。
平成という時代は常に飢餓との戦いであった人
類が初めて飽食の時代を迎え平均寿命から健康
寿命を伸ばすことを目標とする時代になった。
私にとっての平成は、医学生となって間もなく
幕が開き医師としての生活をスタートさせた時
代であった。3 年程前に縁あって現在の訪問診療
を専門とするクリニックで活動することになっ
たが、勤務初日から大きな衝撃を受けることに
なった。
　1 年ほど前に海外から帰国する飛行機で館ひ
ろし主演の『終わった人』という映画を見たが、
ここではエリートサラリーマンが引退後やる
ことも無く暇を持て余していることからデイ
サービスを利用する光景が面白おかしく描か
れていた。だがこの光景は診療初日に目の当た
りにした現実そのものであり私の目には『保育
園の逆バージョン』としてしか映らなかった。
老人医療、訪問診療が何たるかを十分に理解し
ないままにこの世界に飛び込んだものの最近
ではデイサービスに対する印象が変わってき
た。高齢者のほうが、現役世代に比べ採血結果
が良好な人が実に多いのである。100 歳を越え
ても採血データ全てが正常範囲にある人もお
られる。
　誰が考えたシステムであるか知る由もない
がデイサービスは結果的にここを利用する多
くの高齢者たちに日常での duty を課すことに
よって老年性うつを予防し、暴飲暴食を防ぎ、
保清を維持している。座位の時間を確保するこ
とによって褥瘡のみならず体幹筋の廃用性萎
縮を、膀胱内で尿を攪拌させることによって尿

令和時代の医師の 
働き方と労働寿命

和花クリニック
小林　孝暢
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路感染を予防し、脊椎に重力を加えて骨粗鬆症
の進行を抑制している。施設、デイサービスで
の食事の管理で高齢者の血液検査データは改
善をみ、わが国で最も不健康な世代は私を含む
40 ～ 60 代の世代なのであろうと痛感する。
　私事になるが、父母は 80 歳を過ぎ、体力の
限界を理由に 2 年前に実家の医院を廃業した。
閉院した翌日から両親は『終わった人』同様、
日常生活の中での duty がなくなり急激に体力
が落ちた。父は明るいうちから酒を飲むように
なり、外出しては転倒する機会が増え認知能力
にも陰りが見え始めた。医師としてのプライド
がある両親にはデイサービスを利用する気は
毛頭なく、実家で両親を預かる姉から兄弟に再
三の SOS が発せられた。そんなある日、両親
に余生でやりたいことを確認したところ、『仕
事がしたい。』との返答があった。やることの
ない空虚な時間が虚しくて仕方ないらしい。そ
こでやむなく、昨年 4 月に両親を呼び寄せ我々
のクリニックを手伝わせることにした。両親に
とって診療とは時間に束縛されるものだった
が訪問診療では時間ではなく契約件数で診療
を行うことになる。二人には日に数件ずつ診療
を割り当てているが、当院としては同時に多方
面への診療が可能となった。
　現在当クリニックは父より一つ年上になる院
長を含め医師 7 名体制となり 1 カ月でこなして
いた診療は実質 12 ～ 14 日間で完結できてい
る。職員には 4 週 10 休体制を提供でき、私も
時々診療を離れ海外逃亡を図っている。高齢の
3 名の先生方にはデイサービスを利用する代わ
りに診療を担ってもらい ADL を維持していた
だきたいと思っている。
　令和の時代の幕開け早々、海外逃亡先からの
帰国便の中で、明日から始まる現実に心を引き
戻されつつワインを片手に本稿を手掛けてい
る。自らの QOL を高めつつ、年齢や体力、家
庭環境に応じて働き方を変え労働寿命を伸ばし
ていくことが令和の医師の働き方と考えるのは
机上の空論ならぬ機上の空論なのだろうか？
� 令和元年 5 月 15 日　帰国便の機上にて。

拝啓　越智先生
　先日、京都の御自宅でお姿を拝見した時は、
思いの外元気そうで安心しました。昨年、病を
患ったこと伺い、メールで「ワシはもうだめや・・」
の言葉をもらった時、流石に慌てて突然訪問し
たことお許し下さい。診療所の呼び鈴を押すと、
御自宅の方から奥様が小走りに駆け寄って来た
のには驚きました。とても84歳とは思えません。
3 月まで小児科医院をされていたのも納得です。
24 年前に初めてお会いした時と変わらず、「京
都の端の方にわざわざようこそ」と。いえいえ、
中心部の鴨川よりは、おそばの賀茂川のほとり
が風情があってよろしいかと思います。一緒に
大文字焼を見させていただいたのも近くのホテ
ルの屋上からでした。そのホテルも無くなって
いましたから、時の流れを感じます。
　さて、御自宅で、お体の話しもそこそこに
投稿中の論文の話しを始めたときは、滋賀医
大で先生と実験について討議を繰り返した日々
を思い出さずにはいられませんでした。やっ
ぱり元気そうで何よりです。その論文が、Med 
Hypotheses. の 6 月号に掲載されたのを確認し
た時は、私も胸を撫で下ろしました。87 歳の
先生の「これが最後の論文やから、どうしても
載せたい」と、メールや FAX で何度も原稿内
容の確認と質問をやり取りをさせていただきま
した。その執念が実ったのでしょう、きっと。
　これからは御自分の時間をゆっくりと過ごさ
れますように、先日もお便りいたしました。お
返事に、追加の実験の方法についての質問が添
えられていたのに驚嘆しました。その後、Y 大
学の I 先生からも先生の論文について、質問の
メールが届きました。世界は先生の次の論文を
待っているようです。師匠の Dr. DeGroot の

『X への手紙』

名嘉村クリニック　　　
糖尿病・甲状腺センター

幸喜　毅
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ように先生は永遠です。
Dear Dr. DeGroot
　越智先生は、かように元気です。思えば、越
智先生・Dr. DeGroot（爺さん：一部日本人か
らの愛称）・私の 3 人だけで話したのは一度だ
け。1996 年のサンフランシスコでの国際内分
泌学会でした。緊張の中、自分の口演を終え、
たまたま私の直後だった爺さんの発表を聞くこ
とができました。その後、展示場のテーブルで
3 人で話しを。といっても、（これがあの爺さ
んか・・）と思うばかりで、まともに会話でき
なかったのを覚えています。その 1 年後に、シ
カゴ大学の爺さんのラボで働くとは、その時は
露程も思っておりませんでした。
　3 年間の爺さんの指導は越智先生以上に厳し
く、パワフルさも強烈でした。夏休みに東海岸
で数百キロも自前のヨットを走らせたり、急性
心筋梗塞おこしてステント留置した 2 日後に点
滴台を押しながら、ラボに病院衣で来たり。自
宅の畑で採れた葡萄で極上の自家製ワインを醸
造して皆に振る舞ったり。70 歳にして、愛称の
“爺さん” にそぐわない行動ばかりを目にして
きました。2004 年に沖縄で開かれた国際甲状
腺シンポジウムに来てもらい、講演の後、友人
の高良先生と一緒に沖縄北部を回ったとき。そ
のときもあまりに元気で、爺さんの体の負担に
気を回すのを忘れるほどでした。恩納村で、慣
れない箸で沖縄ソバを食べさせてすみません。
最後にお会いしたのは 2012 年の福岡での学会
です。84 歳だったんですね。そのときに昼食を
一緒にできなかったのは今でも心残りです。そ
の後も精力的に、臨床に研究に携わっていたと
察します。爺さんの名は、その膨大な甲状腺学・
内分泌学への功績とともに、その世界にいるも
のにとって果てしなく高いところにあります。
　2018 年 10 月 23 日、マサチューセッツ州
Nonquitt の御自宅で、多くの家族に見守られ
90 年の長い旅を終えられ。でも、爺さんは永
遠です。

敬具

　自分がシニア・ワインエキスパートを取得し
た経緯を、2009 年 11 月の沖縄県医師会報に掲
載していただき、今年でちょうど 10 年が経ち
ました。その後、シニア・ワインエキスパート
はどのくらい増えたかと申しますと…、2019
年 1 月現在で、全国累計 487 名（日本ソムリエ
協会資料）。ソムリエの有資格者は全国で累計
38,738 名ということですので、いかに少ないか
ということになります。
　今年は、日本ソムリエ協会が創設され、50 周
年だそうです。さまざまな祝賀企画も行われま
した。自分も、都内で開催された感謝祭に参加
し、田崎真也会長から直々に記念グラスをいた
だいて参りました。この 50 周年というおめでた
い年に企画されたのが、シニア・ワインエキス
パートらによるワインガイド、『ワイン男女 77
人 おすすめの 145 店とワイン 154 本』という書
籍 http://bit.ly/2VO3jPV です。シニア・ワイン
エキスパート 77 人が、素敵なソムリエのいるレ
ストランやワインショップ、普段着ワインやご
褒美ワインを紹介します。

田崎真也ソムリエ協会会長と

日本ソムリエ協会 
50 周年祝賀企画に参加して

ちゅうざん病院　副院長　
金城大学　客員教授

吉田　貞夫
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『ワイン男女 77 人 おすすめの 145 店とワイン 154 本』

　 今回、自分は、那覇市で wine&interior　
CLASSICO、グラスワイン桜坂ル・ボワを経
営されるシニアソムリエの前森裕人さんと、兵
庫県姫路市でムッシュ田中の料理とワインの店 
VinVin を経営されるシェフ & シニアソムリエの
田中章博さんをご紹介させていただきました。沖
縄で仲良くさせていただいているソムリエ、シェ
フの方もたくさんいらっしゃるのですが、全国理
事の方は推薦できない、ソムリエ協会会員でない
といけないといった縛りなどもあり、やっとお 2
人にお願いすることができた次第です。資格を取
ると、協会を退会してしまう方も多いらしく、ど
の業界も、組織の運営というのは大変なんだなと
思いました。
　また、紹介するワインも、協会賛助会員のメー
カーのものから選ぶという規定があり、普段着
ワインは 3,500 円以下、ご褒美ワインは 1 万円
以下と価格の縛りもありましたので、何を選ぶ
か迷いましたが、今回、自分は、大分県にある

安心院ワインのイモリ谷メルローと、フランス、
ブルゴーニュのアルヌー・ラショーという造り
手のニュイ・サン・ジョルジュを選ばせていた
だきました。
　安心院ワインは、別府でセミナーをさせてい
ただいた後、現地のみなさんと訪れた思い出の
ワイナリーです。日本独特の気候に合わせ、ブ
ドウの栽培法も工夫されています。なかでもイ
モリ谷メルローは、やや薄めの色から想像でき
ないくらい力強い香りと味わいで、本格的なワ
インに仕上げられています。グラスを回すと、
イチゴジャム、カラメル、コーヒー、カカオ、
熟成を示す干し肉のような香りも感じます。口
に含むと、レーズンのような丸みを帯びた酸味
とコク、紅茶やシナモンのような余韻も長く続
きます。肉料理だけでなく、和食などにもよく
合います。
　アルヌー・ラショーは、ブルゴーニュの名門老
舗ワイナリーです。このワイナリーのニュイ・サ
ン・ジョルジュは、グラスの向こう側が透けない
くらいグッと濃い色調で、イチゴジャムやダーク
チェリーのような濃縮された果実味とともに、コ
コアや甘草、シナモンのような落ち着いた香りも
感じます。当時の小売価格は 6,000 円ほどでした
が、その 3 ～ 4 倍の価格のワインとも張り合え
るくらいのポテンシャルを感じました。

　ワインは、いろいろな文化、いろいろな人と
の出会いをもたらしてくれます。これからも、
より多くのみなさんと、ワインの楽しさを共有
できたらと思います。

イモリ谷メルロー ラショー
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　自分の半生をふりかえりみると、生まれ故
郷が沖縄なら、第二の故郷は熊本と言える。
私の生まれ育ちは沖縄市で小学校 6 年までを
暮した。
　その後、中学から高校までの 6 年間は熊本県
の某私立熊本 M 学園で親元を離れて暮らした。
この時期が第 1 次熊本生活期である。熊本 M
学園はカトリック系中高一貫教育の男子校（今
は男女共学）で、当時は九州各地より生徒を集
めており、沖縄でも生徒募集の現地試験があり、
全生徒の 3 分の 1 近くは沖縄勢であった。ち
なみに、私の年齢から前後 6 年程の年幅には、
沖縄出身の熊本 M 学園同窓の方はわりと多く、
また、医師になられた卒業生もまあまあの数お
られる。さて、この学園での 6 年間であるが、
男ばかりの寮生活で、朝早くからの授業ののち、
門限時間、点呼、就寝までの厳格な時間割、深
夜までの自習時間等、わかりやすく言えば半分
軍隊のような集団生活を多感な中学・高校生の
時期に強いられた。耐えられずに辞めていくも
のもいたが、逆に、閉鎖的な生活の中で多くの
親友とよべる仲間と出会う機会もあり、さらに
は信頼できる先生にも恵まれたと思っている。
外国映画に『いまを生きる』という映画がある
が、きれいに描けばあんな感じだというのは言
い過ぎだろうか…
　高校卒業後は沖縄へ帰り、大学も地元の琉球
大学医学部医学科に入り、医師国家試験をクリ
アーして何とか医師となった。どうせなら物事
の結果がはっきりしている外科医を志し、第二
外科へ入局した。そして多くの偉大な先輩方の
熱意ある指導を受け心臓血管外科チームに入れ
て頂いた。
　医師 6 年目の年次に、当時の第二外科教授古

第二の故郷 
熊本について

仁愛会浦添総合病院
心臓血管外科

盛島　裕次

謝景春先生と親交の深かった坂田隆造先生の熊
本中央病院へ 2 年間修業目的で出向させて頂
き、再び熊本で生活することとなった。この時
期が第 2 次熊本生活期である。坂田隆造先生は
カリスマ的心臓血管外科医であり、熊本中央病
院心臓血管外科部長ののちに鹿児島大学教授、
御出身の京都大学教授、日本胸部外科学会理事
長を務められた方である。診療、特に手術では
一切の妥協をしない厳格な人物で、京都大学か
ら出向していた同僚たちは「石の上に 3 年、坂
田の下で 5 年」と言って、彼の下で 5 年間無
事に勤め上げられたものは殊勲者のように扱わ
れ、それくらいの厳しい指導者として恐れられ
ていたらしい。したがって、私自身も熊本での
坂田先生の下で過ごした 2 年間は、苦しく我慢
の毎日だったと記憶している。今、会っても恐
れ多いが、その決して甘くなかった熊本中央病
院での経験が、のちのちのキャリアーでは貴重
な糧になっていると感謝している。
　2 回目の熊本生活ののちに帰沖したが、熊本
中央病院で看護師をしていた妻と出会い、連れ
帰ることとなり結婚した。遠く沖縄まで嫁いで
もらう条件というわけではないが、盆や正月な
ど年に 1 回は熊本の実家へ妻を家族共々帰す
のが習慣となっている。熊本での学生時代、レ
ジデント修業時代は辛い経験も多かったが、学
業や仕事を取っ払えば楽しい思い出もいっぱい
あった。食文化、方言、歴史、阿蘇・天草など
の自然、熊本城、無数にある温泉など、沖縄と
は違った楽しみも多く、今ではこの熊本帰省は
私にとっても貴重でかけがえのないリフレッ
シュ行事となっている。
　そして、おこった 2015 年熊本地震。阿蘇へ
の主要道路と阿蘇大橋は崩壊し、熊本城も強く
損壊を受け、さらには多くの人的被害も被った。
不幸な災害だったが、あれから 4 年…第二の故
郷熊本は力強く復活の道を歩みつつある。決し
て立ち止まる事なく確実に。これからも応援が
てら時々里帰りさせて頂きたい。がまだせ！（ち
ばりよー！）熊本。
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　医師として 25 年間、組織に所属し研鑽を積
んできた。その間に研修医をはじめとする後輩
達を指導する機会も増えてきた。コンスタント
に入局者がいたわけではないがその時々で指 
導者として後輩達の力を伸ばせるように努力し
てきた。
　かつて、自分の理想とする医療を現場でも実
現しようと診療スタイルや自己研鑽の在り方な
ど、疑いようのない正論として後輩たちに一方
的に教えていた頃があった。共感してついてき
た後輩がいる一方でストレスに感じる者もおり
チーム全体としての盛り上がりにかけ、成長が
鈍化した時期もあったように感じる。“笛吹け
ども踊らず” といった感がありビジネス書や自
己啓発本など読んで何か突破口にならないか
と奮闘しているうちに、人それぞれ優先順位の
異なる価値観を持ち合わせていることにもっと
目を向けるべきだと気がついた。同じ景色でも
自分が見えている景色と彼らに見えている景色
は違うのである。それぞれが「何に心躍る人間
なのか」ということに目を向けるように心がけ
るようにした。私自身も自分の強み、才能、優
先順位を知ることができる客観的なテストによ
り自分の強みがどういったものかということを
認識することができ、どうして自分がこれまで
のキャリア形成の道を歩んできたのか腑に落ち
た。ふだん周りや世間一般の価値観に惑わされ
がちであるが、自分の特性を踏まえた “自分自
身のトリセツ” を熟知していれば、心が軽くな
り、的確なキャリア形成はもとより、より充実
した人生を送れるのではないかと思う。
　最近、組織が抱える人材の個性を “見える化”
し適材適所を実現できる “科学的人事戦略” と
銘打った大企業向けのマネージメントシステム

個々の強みを活かす 
“トリセツ”

琉球大学医学部附属病院
血液浄化療法部
古波蔵　健太郎

の CM を見た。まさに、「これだ！」と思った。
地方大学の少人数の弱小チームではあるが本質
的には同じだ。今は同様な視点から、個々の
強みを見つけ、伸ばすための支援を共同作業で
行っている。また、それぞれの優れた能力を遺
憾なく発揮してもらうためには、個々の強みと
モチベーションを意識することが重要であり、
彼ら自身の “自分のトリセツ” について個別に
話し合うようにしている。
　最近見た NHK 特集で形質を決める遺伝情報
は全 DNA のうちたったの 2% の DNA に含ま
れており、残りの 98% は遺伝情報の発現様式
の強弱をチューニングするスイッチの様な役割
を果たしていることが紹介されていた。そして
そのようなスイッチが外因によってコントロー
ルできる可能性が示唆されている。つまり現状
を変える仕組みが我々自身の中に内在している
のである。個々の特性を踏まえた的確な “トリ
セツ” をブラッシュアップすることで潜在的な
能力を遺憾なく発揮し個々の “強みのベクトル”
を太くし、そして個性の異なる “強みのベクト
ル” を束ねたときチームとして力が最大化でき
ると信じている。

　気が付けば医者になって、23 年がたった。
職業として医者の道を志したのだが、医者以外
にもなりたかったものがないわけではない。私
にとって医者は現実の目標であって、ほかにも
なりたいものがあった。恥ずかしながら、それ
は考古学者である。もともと歴史が好きで、特
に古代史は神秘的で大好きな分野である。
　古くから語り継がれた神話や伝説には、考古
学者らによって発掘され、実存したことが証明

なりたかったもの

南部徳洲会病院
心臓外科

瀬名波　栄信
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されたものが多々ある。その一つにトロイアの
遺跡がある。トロイの木馬で有名なあのトロイ
である。トロイアの物語はギリシャの吟遊詩人
ホメロスの書いた叙事詩イーリアスに出てく
る。ギリシャとトロイアの攻防を描いた物語で
ある。トロイアの遺跡発見に大きく貢献した
のはドイツ商人であったシュリーマンである。
シュリーマンの自伝によると、幼少の頃に聞い
たホメロスのイーリアスの物語が忘れられず、
彼は貿易商で成功を収めたにもかかわらず 41
歳で財界を去り、伝説のトロイアの発掘にのめ
りこんだ。彼の残した業績は大きく、トロイア
の遺跡発見だけでなく地中海文明の解明にも
大きく貢献している。幼いころの夢を追いか
け、財をなげうってまでも、それを成し遂げた
シュリーマンはうらやましく、あこがれの存在
である。
　旧約聖書に出てくるノアの方舟伝説やユダヤ
の秘宝であるアーク伝説もその存在を確かめる
ために発掘調査をしている人たちがいる。ノア
の方舟伝説はその起源はメソポタミアのシュ
メール神話やギルガメッシュ叙事詩にある洪水
伝説にあるとされる。聖書の記述によるとノア
の方舟が漂着したのは現在のトルコとアルメニ
ア国境にあるアララト山とされ、現在もなお方
舟の発掘調査がたびたび行われている。
　スピルバーグ監督の作品でかつて「レイダー
ス / 失われたアーク」という映画があった。考
古学者でありトレジャーハンターでもあるイン
ディー・ジョーンズ博士とナチスドイツがユダ
ヤの秘宝であるアークをめぐり争奪戦を繰り広
げる冒険映画である。アークとは旧約聖書に出
てくる、モーゼの十戒を収めた聖櫃である。アー
クは古代イスラエルがバビロニアに滅ぼされた
ときに行方が分からなくなったとされる秘宝で
ある。
　子供の頃に見た映画は単に冒険映画としか
とらえてなかったが、アークが何であるかを知
ると、とてもロマンを感じた。いつしかジョー
ンズ博士にあこがれ、考古学者になりたいと
思った。沖縄県立博物館が新都心に移り、その

外観を初めて見たとき、メソポタミアのジック
ラトを彷彿させた。私にとって、あの建物は小
山にそびえるジックラトである。ジックラトと
はいわゆるメソポタミアの聖塔であり、旧約聖
書に出てくるバベルの塔も一種のジックラトで
ある。
　時間に余裕があればいろんな遺跡を訪れて
みたいが、なかなかそれもかなわない。いつ
かはいろんな遺跡を旅してみたいと思う。イン
ディージョーンズはいまだ憧れである。
　みなさんはいかがでしょうか。医師以外にな
りたいものはありましたでしょうか。

　最近、年に 1 回、大学時代を共に過ごした仲
間 5 人と、短い旅に出ている。
　子供達を伴うことや、たまには夫婦同伴の事
もある。皆が集まると大きな集団となり、レン
タカーも大型ワゴンを借りる。
　ある 7 月末に、皆で予定を合わせ、北海道に
行った。旭川から札幌までの車の旅である。夏
の涼しさを期待していたが、到着すると、年に
1 週間しかない旭川の夏日に遭遇した。
　12 名でぞろぞろと旭川動物園に動物を見に
行った。尋常じゃない暑さに動物も我々もぐっ
たりした。普段寒い旭川には、クーラーがなか
った。美瑛や、富良野では、ちょうどラベンダ
ーのシーズンで花畑、作物の様々な自然の色の
コントラストを見ながら、札幌まで車の旅を楽
しんだ。滞在先のホテルでは、みんなで卓球大
会やプール遊びなどをして過ごし、毎回交流す
るごとに子供達もそれぞれ仲良くなった。普段
は思春期で機嫌が悪い高校生も、小さい子の面
倒を見てくれる。枕投げもする。そんな風景を

友と過ごすひと時

川根内科外科　
兼城　真理子
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見ていると、嬉しくなるのである。
　大学時代の私たちは、テスト前の 1 か月は、
寝食を共にした。学校でも毎日一緒に居た。そ
の頃から、結婚して子供ができたら、子連れで
旅行をして BBQ などをしたいね、と話してい
た。今、その夢が実現している。
　私たちはそれぞれ出身地が違うため、今では
なかなか会えず、子育てを助け合うことも出来
ない。しかし、旅の間には、会えない時を埋め
るように、日々の話を延々とするのである。家
族の事、おすすめのドラマや運動、健康問題に
ついて話す。眼科や皮膚科、内科など、専門の
違うメンバーなので、診療で困ったことがある
と相談したりもする。
　学生時代、のほほんとしていた私たちが、勤
務医や開業医となり、毎日の診療に打ち込んで
いる。広島で、雪深い山奥に暮らす高齢者のい
る診療所へ車で通う坂道が氷ついて怖い話や、
横浜のとある駅に開業する友人は、反対側に出
来た新しい商店街による人の流れの変化に、患
者さんはきてくれるのかと心配したりする。
　忙しく、ストレスの溜まった毎日から、ほん
のひと時解放され、学生時代に戻る。
　旅を終え、仕事や日常に戻るが、ふと心が軽
い。また1年頑張るぞと、素直に思えるのである。

　今年 5 月 1 日に「令和」の新元号が発表され、
30 年続いた「平成」の時代が終わりました。平
成の時代を振りかえると「テロリズム」と「震災」
の時代といえると思います。平成 3 年長崎雲仙
普賢岳での火砕流、平成 7 年阪神淡路大震災、
平成 23 年東日本大震災、平成 28 年熊本地震。
テロでは平成 7 年のオウム真理教による地下

「平成をふりかえって」

ちゅうざん病院　
院長　末永　正機

鉄サリン事件、平成 13 年の米国同時多発テロ
事件。いずれもとても大きな事件だと思います
が、個人的には平成 23 年の東日本大震災と米
国同時多発テロ事件はとても印象深い事件で
した。米国の同時多発テロ事件ですが、高層
ビルにハイジャックされた旅客機が突っ込み、
しばらくしてもう一機が突っ込んで高層ビル
が音をたててくずれていく様子を初めてテレ
ビで見たときは現実のものと理解するのに少
し時間がかかりました。イデオロギーの対立に
おける闘争の結果として起こったと考えられ
ますが、観念の暴走が地球全体を破壊するリ
スクを示唆する事件でした。溢れる情報によっ
て観念が肥大化し、自分の都合により「善」と

「悪」にわけ他者を攻撃する。テロリズムには
このような観念が肥大化した結果の帰結とい
う側面があると感じます。
　観念的の対義語として現実的といった言語が
ありますが、私なりに解釈すると「観念＝脳」「現
実＝体」といえます。現代人の思考の特徴とし
て、頭の中で過剰で複雑な意味を構築し、観念
が暴走して現実をないがしろにしている傾向が
あります。ここでいう、現実というのは「体」
のことで、体というのは余計な意味づけなどお
こなわず、生命を維持するために筋肉を動かし、
食事を摂取してエネルギーを蓄積する。エネル
ギーが少なくなると腹がへり、また筋肉を動か
し食事をとる。とても単純明解な原理で、「腹
が減るからたべる」という行為に複雑な意味づ
けなどありません。解剖学者の養老孟司先生
が現代の社会をとらえて「脳化社会」という
言葉を使っています。行き過ぎた都市化（脳
化＝観念化）のさまざまな問題を述べており、
もっと本質的な体の感覚を重視した生き方に
シフトしないと観念が暴走してしまうと警告
しています。養老先生が指摘したように平成
の多数のテロ事件は観念の暴走による悲劇と
言い換えてもいいかもしれません。
　もうひとつ大きな事件は東日本大震災です。
これについてもはっきりと覚えています。私は
名古屋にすんでいましたが、朝方大きな地震が

－ 61（845）－
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あり、地震直後は「今回の地震は大きかった
なー」程度の感想でしたが、最初は犠牲者数
十人という報道だったように記憶してますが、
その後、村が壊滅的な状況とか、映像で村が
波に飲み込まれる影像が流れてきました。最
終的には死者 1 万 5,000 人超の大惨事になり
ましたが、当初の報道と最終的な大惨事の結
果とはほど遠く、未曾有の大惨事というのは
ほんの一部の小さな情報からしか伝わらない
ということを実感しました。院長は危機管理
能力が求められますが、院内でおこる様々な
リスクに対しても、最初の小さな段階で問題
点として抽出し、しっかりと原因と対策をね
ることはとても重要だと感じました。100 年に
一度の大震災と病院運営を比較することはい
ささか乱暴な側面もありますが、備えあれば
憂いなしという言葉が身にしみます。
　「令和」の由来となった万葉集の梅の短歌の
中に「初春の（令）月にして気淑く風（和）ぎ」
という言葉があり、「初春正月の良い月で風は
穏やかである」という意味だそうです。「令和」
の時代は人々が良い月がでている事実を感謝し

（複雑な意味づけなどせずに自然の喜びをただ
ただ感謝し）風穏やか（大きな震災なく）であ
ることを切望いたします。

　リハビリや訪問診療、高齢者医療に携わって
いると、統合医療について考える機会が、よくあ
ります。騙されてますよ～、と止めたくなるも
のも多くないでしょうか。そして、リハビリテー
ション医療も、同じ類に思われていないでしょう
か。回復期病棟での治療、装具療法、ボトック
スなどの治療法は、厚労省のデータや脳科学を

補完・代替医療

ちばなクリニック
石川　聖子

基に、再現性のある効果が証明されています 2）3）。 
但し、その研究の質、読んでいる人のリテラシーが、
次の次元での問題になっているようです 7）。何 
を信じればよいのかわからなくなってきます・・。
1）�「統合医療」情報発信サイト www.ejim.ncgg.

go.jp
2）�「あなたのリハビリは間違っていませんか」

武久洋三　メディス
3）�「ニューロリハビリテーション」道免和久　

医学書院
4）�「世にも危険な医療の世界史」リディア・ケ

イン、ネイトピーダーセン　福井久美子訳　
文藝春秋

5）�「代替医療解剖」サイモン・シン、エツァー
ト・エルンスト　青木薫訳　新潮社

6）�「がん補完代替医療ガイドライン第 1 版」特定
非営利活動法人　日本緩和医療学会 2008 年

7）�別冊 NHK100 分 de 名著「メディアと私たち」
NHK 出版

8）�「待つ力」春日武彦　扶桑社 BOOKS 新書
9）�「介助犬」高柳友子　角川書店
を、ここで参照、引用しながら考えてみます。
統合医療として出回っているもののほとんどが
推奨度 C です 6）。生存率を上げるものではなく、
QOL を改善するものとしています 1）。4）5）では、
不治の病と言われている事象に対し、治療者の
奮闘、苦し紛れの策、当事者の克服したい気持
ち、寄り添う人の何かしてあげられることはな
いかという思い、そして、それらを利用する狡
猾な人々の所業も昔から変わらないことがわか
ります。科学技術が発達して明らかになったこ
と、発見されたこと、見直されていることもあ
る一方で、現在正しいと信じて行っていること
も、後には間違った方法だったということもあ
りえます。
　しかし「治らない」障害がある状態に対して、
なんらかの救いは必要なのが実情です。行動科
学的考察の点から、精神的苦痛、経過へのコン
トロール感、高いファイティングスピリット等
の要因も、効果をもたらす 6）経験は皆さんが
お持ちのことと思います。医療はアートとサイ
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エンス。「患者さんはじれったい事でしょうが、
治療する側としても歯痒い。無駄な時間を過ご
しているような気分になってくる。わたしとし
ては気まずいし、医師としての無力感を思い知
らされるようで心苦しくなってくるのです。で
も、この不毛とも受け取られかねない時間経過
が実は大切であることを自覚するようになった
のは、比較的最近のことです。（途中略）さま
ざまな症状を消し去ったり押さえ込むといった
発想ではなく、症状を薄めていく、希釈してい
くと考えるとどうでしょうか。（途中略）これ
は誤魔化しなのでしょうか。いや、違いますね。
むしろ自分自身との付き合い方が上手くなった
ということではないのか。そうなると、病を得
たことは決して無駄ではなかったといった話に
なってきましょう。8）」介護リソースの相対的
不足が予想される中、ロボットや IT も必須だ
が、個人的には、アニマルセラピー、介助犬 9）

もいいのではないかと思います。衛生面、動物
が苦手だったり、アレルギーといった問題があ
りますが、保護猫・犬と信頼関係を築いて躾け
ることで、静かに話を聞いてくれたり、寄り添っ
てくれて、安全な保温も可能。見守りや合図、
少しの介助もしてくれるし、動物・世話好きの
方は、新たに役割をもって、パリッとする時間
も持てるし。動物たちも、食事にありつけて、
ヒトの愛情を知ることもあって、過度の繁殖も
防げそうだし。

　牧港中央病院で心臓血管外科として仕事をし
ている毛利教生と申します。
　研修医で牧港に 3 年間お世話になり、その時、
沖縄でお嫁さんをもらいました。

幸せ

牧港中央病院
心臓血管外科

毛利　教生

　その後、洲鎌先生とご縁があり、H27.4 月か
らスタッフとして赴任しています。
　今、心臓血管外科として、上江洲先生の指導
のもと、修練中ですが、今までも、これからも、
どんな時も、逃げずに戦う姿勢を貫いていきた
いと思っています。周りの先生、スタッフにも
迷惑をかけることが多いのですが、このような
機会をいただき、少し研修医の頃を振り返って
みました。
　大学ではサッカー部で、進級はいつもギリギ
リでした。しかし、ポリクリで心臓血管外科を
決めてから、浮気をしたことはありません。
　出身は昭和大学で、医局は広島大学第一外科
に入局しました。しかし、半年で外病院に出る
ことになり、実に今日まで、広大に戻ったこと
はありません。
　外病院に手を挙げたのは、早く手術ができる
と聞いたからです。一般外科の病院でしたが、
やはり、すぐに執刀の機会をいただきました。
しかし、この時の上司がいまだに忘れられない、
〇〇先生です。第一外科でも、首席の卒業で、
自分にも他人にも極めて厳しい方でした。もち
ろん大変絞られました。ぼんやりですが、覚え
ているエピソードがあります。
　ある日、80 歳くらいの男性で COPD の高度
な患者様で、食事も取れなくて、何かしてあげ
たくて、IVH を入れる提案をしました。今考え
ると、何かしてあげたい一心でした。〇〇先生
からは、「まあ、やってみたら」と気のいない返
事でした。しかし、あろうことか、COPD の患
者に気胸を作ってしまいます。なんとかリカバ
リーしましたが、それ見たことか！でした。何
か回復の糸口を作りたかった。しかし、的外れ
でした。ナースステーションで絞られ、しかし、
私は、涙ながらに、あろうことか、反論したこ
とを覚えています。結果的に気胸は合併したが、
何か回復の糸口を探した自分の気持ちは、間違
いではないと。ものすごく厳しい先生で 3 年間
指導を受けましたが、患者さんに慕われる姿、
自分に厳しい姿、いつしか、先生の姿を尊敬して、
自分は研修を送りました。

－ 63（847）－



沖縄医報　Vol.55  No.8 2019
緑陰随筆

　ある日、大きな手術が回ってきました。心臓
血管外科志望の私に、小切開で内視鏡下に大
腸ガンの切除術が回ってきました。いろんな先
生のサポートをいただき無事終わりました。が、
縫合不全を起こしました。大変なことになり 
ました。
　医療訴訟であるとか、怖いことも頭をよぎり
ました。再手術を上の先生に指導いただき、な
んとか、回復し、患者さんにも最終的には納得
し、感謝までされました。外科の怖さを垣間見
ました。しかし、どんな時も真正面で患者さん
を全力で助けるしかありません。逃げ道はあり
ません。これもその時感じました。
　研修が終わる時、今後の話になり、〇〇先生
に言われました。
　「心臓血管外科か、お前はやめたほうがええ
よ。幸せになれんぞ。」
　正直、この言葉の真意はいまだにわかりません。
　その時は、絶対になってやると反発する気持ち
しかありませんでした。が、今は違います。生死
に直結する心臓血管外科、勝てば官軍、負ければ
賊軍。主治医となり、執刀医となり、責任をとる
立場になり、救えなかった患者もいました。
　しかし、幸せになるために医者になった訳で
はありません。自分が幸せでなくても、一人で
も多くの患者を救い、より良い医療を提供する
ために、今の仕事をしているとしたら、辛いこ
とは多いですが、患者さんが一人でも多く、笑
顔で退院できれば、自分は結果的には、幸せな
瞬間を味わえます。
　あれから、牧港中央病院、倉敷中央病院、心
臓病センター榊原病院、呉医療センターで研修
をつみ、今、牧港中央病院で、心臓血管外科の
部長をさせていただいています。まだまだ、修
練は続きますが、絶対に逃げない、どんな時も
患者の真正面に向きあう。
　これからも戦いは続きますが、絶対に気持ち
では負けない戦いをしていきたいと思います。
　若輩者ですが、これからもよろしくお願いい
たします。

　沖縄県医師会会報へ執筆も今回で 3 回目と
なった。小生に懲りずに原稿を依頼していただ
き恐縮しきりであるが、何を書こうかと思った
時、先日現役を引退したイチローが引退会見で
述べ強い共感を覚えた言葉を思い出した。
　「アメリカに来て、メジャーリーグに来て、外
国人になったこと、アメリカでは僕は外国人で
すから。このことは、外国人になったことで人
の心を慮ったり、人の痛みを想像したり、今ま
でなかった自分が現れたんですよね。この体験
というのは、本を読んだり、情報を取ることが
できたとしても、体験しないと自分の中からは
生まれないので。孤独を感じて苦しんだこと、
多々ありました。ありましたけど、その体験は未
来の自分にとって大きな支えになるのだろうと
今は思います。だから、つらいこと、しんどい
ことから逃げたいというのは当然のことなんで
すけど、でもエネルギーのある元気のある時に
それに立ち向かっていく。そのことはすごく人
として重要なことではないかと感じています」。
　先に経験した北米での 2 年間の心臓血管外科
としての臨床留学で、「孤独」「外国人としての
経験」という部分はまさに私が日々感じていた
ことで、テレビを見ながら大きく頷いてしまった。
　慣れ親しんだ環境や人々から切り離され、今
までの常識が全く通じない世界。さらに言葉も通
じず完全に一人ぼっちとなる。毎日が屈辱と孤
独の中で、唯一日本にいた時と同じなのは人の
命を預かるという重い責任のみ。否応無しに裸
の自分と向き合わされることで、自分の中の常識
がどれだけ特殊だったか、日本という国にどれだ
け守られていたのか、そして自分の生身の人間
としての力がどれだけなのかを認識させられた。
　また、「今までなかった自分が現れた」とい

ある偉大なアスリートの 
言葉から感じたこと

県立中部病院
中須　昭雄
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う言葉が非常に興味深いと感じた。外国人、日
本という単一民族の国家では決して経験できな
い体験、つまりマイノリティーとなる経験はし
ばしば差別を受けたのではと誤解されがちであ
るが、部分的にしか正解でないと思う。日本以
外の国に住むことでそれまで経験したことのな
いタイプの孤独や苦悩を体験し、自分自身の視
点や他人に対する感じ方が変わった、というこ
とだと思う。変化というより出会ったことのな
い自分が「現れた」のである。
　そして最終的には日本では決して感じなかっ
たであろう自分のアイデンティティー、つまり
自分が日本人であることを意識する。否応なし
に。客観的に外から日本を眺めることで日本に
いた時よりもむしろ日本について多くを知ろう
とするし、外国人に日本という国のことを聞か
れ自分が日本人であることを強く感じ、勉強し、
調べ、日本の良さや強み、悪いところや弱さを
より知ろうとする。
　イチローはこういった孤独や苦悩を乗り越
え、結果を出すことによってアメリカで成功し
た。自分が正しいと思うことを継続して自分自
身を信じて、努力を積み重ねたことの結果なの
だろう。この途方もない苦労の上に築き挙げら
れた数々の偉業を考えるとただただ感服してし
まうが、私ももう一度挑戦したいと思う。自分
が正しいと思うことを信じて。日本人代表とし
て。最後にイチローのもう 1 つの言葉添えて、
締めくくりたいと思う。
　「メジャーリーグに挑戦するということは、
大変な勇気だと思うんですけど、でも成功、こ
こではあえて成功と表現しますけど、成功する
と思うからやってみたい、それができないと思
うから行かないという判断基準では、後悔を生
むだろうなと思います。できると思うから挑戦
するのではなくて、やりたいと思えば挑戦すれ
ばいい。その時にどんな結果が出ようとも後悔
はないと思うんですよね」。

　学童野球のコーチを始めた。
　長男が野球を始めたことがきっかけだ。プラ
イベートな時間はほとんど野球に費やしている。
　中学校受験に挑戦する医師家庭は少なくない
だろうが、我が家も例にもれず、受験のため塾
通いを始めさせた。もちろん愚息から『受験し
たい！』と通塾の意思表示があったわけもなく、
100％親の意向で。
　高学年になり塾通いが本格化するも、全く勉
学に身が入らない。机の前に座らせるだけでも
一苦労の毎日である。
　『勉強したくない』と息子
　『じゃあ何がしたい』
　『野球したい』と毎日この問答。
　前向きに努力する姿勢を勉学に生かす事を期
待して、大谷選手やイチロー選手の書籍やビデ
オに頻繁に触れさせていたところ、どうやら
すっかり野球好きになってしまったらしい。そ
りゃそうだ。彼らは魅力的すぎる。
　『中高一貫校にいけば、高校受験がないから
思う存分野球ができるぞ。野球のために受験頑
張ろう』と無理やりこじつけたが
　『…』
　『わかった野球もやろう』と根負けし、週末
のみ活動している学童野球チームにお世話にな
ることにした。
　沖縄ブルージェイズは北谷ブロックに所属す
る学童野球チームで、沖縄市知花の白川球場で
毎週土日の午後に練習を行っている。Alex 監督
が講師を勤める英会話教室の子供たちを集めて
野球チームを作ったのが始まりで、今年で結成
10 周年を迎える。もう一人陽気な Duane コーチ
も共に指導をする。古き良きアメリカ野球独特
のフランクな雰囲気があり、コーチは子供達の

【野球バカ】

かりまた内科医院
狩俣　洋介
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ナイスプレイに絶叫しほめまくる。一方で緩慢
なプレーや怠惰な態度には的確に指導が入る。
　特定の小学校には属しておらず、遠くは那覇、
浦添など県内各地から集まった日本人とアメリ
カ人の混成チームである。他国語は話せない子
がほとんどだが、何となくお互いコミュニケー
ションがとれているのが面白い。
　週末のみの活動なので、平日は塾や他のスポー
ツと掛け持ちをしている子が多いのも特徴だ。
様々な背景を持ちながらも、どうしても野球を
やりたくて集まっているメンバーなので、とに
かく野球が大好きなのがとても印象的である。
　チームにお邪魔したばかりの頃は、子供達の練
習を遠慮がちに眺めていた。しかしボールを前に
すると、どうにもじっとしていられず、いつしか
私もグローブを持参するようになっていた。
　整備されたダイヤモンド、外野の芝、白球、
バット、グローブの革のにおい、子供達の歓声、
監督の檄、全てが最高に心地よく、すっかり野
球バカが再燃。アメリカ人コーチの一人が帰米
するにあたり、監督からコーチ就任のお誘いが
あり YES ！
　野球に没頭した学生時代を過ごし、野球の腕
には自信を持っていたのだが、自らプレーする
よりも教えることはずっと難しい。学童野球は
球数制限も普及しており、ほぼ全員が投手をす
るため、それなりに投げられるよう根気強く指
導をする。さらに技術論の変革も著しく、昔の
常識は今の非常識である事も多い。日々勉強の
毎日であるが、色々と薀蓄を語らうのも野球の
楽しみの一つだ。
　さて、長男だが、体力の向上は当然のことな
がら、集中力や自己修正力がつき、相乗効果で
学業の偏差値も…微増。しかし何よりも、明る
く快活になり、声が大きくなり、人の目を見て
話ができるようになった。これが一番の成長。
　たかが野球、されど野球。学生の頃も、野球
なんかやっている場合か、と何度言われたこと
か。野球バカ生活に息子に連れ戻された。やれ
るところまでやってみよう。

※沖縄ブルージェイズに興味のある方は、私ま
で直接連絡下さい！

（かりまた内科医院　098-878-5126）

　元号が改まり、時代の区切りとなる今年、不
惑を迎える。諸先輩方を前に失礼を承知で言っ
てしまうならば、自分が 10 代だった頃、40 歳
の男性はオッサンだった。オッサン以外の何者
でもなかった。事実、増えた体重が年々減りに
くくなってきたり、当直の翌日が辛くなってき
たりと、その逃れることのできない現実を痛感
する今日この頃ではあるが、当時の自分にして
みれば、40 歳のオッサンになった自分が一体
全体どこで何をしているのか、といったことは
無論想像の埒外だった。畢竟、故郷の小田原を
遠く離れた沖縄で、心臓血管外科などという冥
府魔道を歩んでいる。

　こんな大人になりたい、というイメージはどん
な少年の心にも宿るだろう。それは身近な大人か
もしれないし、あるいはテレビドラマの登場人物
かもしれない。手塚治虫の『ブラックジャック』
に憧れて、という外科医はやはり少なくない。平
沼はと言えば、中学生当時に夢中になった漫画の
ひとつが、浦沢直樹の『MASTER キートン』だっ
た。思えば、キートンのようなオッサンになりた
かったのだ。
　この作品の単行本はのちに「完全版」として復
刻して累計 1,700 万部を売り上げ、テレビアニメ
化もされた人気作品なので、ご存知の先生も多い
はずだ。とはいえ、ではどんな作品か、と問われ
ると、一言で説明するのが難しい。主人公の平賀・
太一・キートンはイギリス人の母と日本人の父を

「平沼先生の事情」

大浜第一病院
心臓血管外科

平沼　進
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持つハーフである。作中に年齢の記載はないが、
35 歳～ 40 歳くらいのオッサンを想定しているの
ではないか、と思われる。職業は考古学者である
が、優柔不断な自分を鍛え直すためとして、イギ
リスの軍隊にいたこともある。考古学者として大
成してドナウ川流域の発掘をしたい、という大き
な夢があるものの、大学講師としての働き口は少
ない。むしろ糊口を凌ぐための副業である保険調
査の仕事が忙しく、一張羅の背広で世界中を飛び
回っている。依頼人との交流や考古学の知識、国
際政治、テロリズムなど、取り上げられるテーマ
は多岐に及ぶ。また、別れた妻との間に年頃の娘・
百合子がおり、家族の絆が丁寧に描かれている。
　頭脳明晰ながらテロリストにも負けないサバ
イバル術を身につけている万能な主人公。中学
生であった筆者を夢中にさせた理由としてはこ
れだけで充分かもしれないが、それだけでは荒
唐無稽な凡百の作品と変わらない。一体何がこ
のキャラクターをそれほどまで魅力的なものに
成し得たのか。
　厳しい現実の中でも諦めずに夢や目標を追い
続け、そして、それを実現するために学び続け
ることの大切さが作中で幾度も語られている。
そんな理想と現実の間で葛藤しつつも、決して
腐ることなく飄々としてニュートラルを保ち、
相手が教授だろうが老婆だろうが子供だろうが
いつも変わらぬ笑顔で接することが出来る、そ
んな人物としてキートンは描かれる。その上で、
平沼を最も惹きつけたのは、身の回りの些細な
ことから喜びを見出して感嘆することが出来る

「いつまでも好奇心を持ち続ける大人」として
の描写だった。
　作中の主人公と同年代となった今、そして自
分にも娘が出来た今、当時理想としたそんな
オッサンになれただろうか。当時と変わらぬ好
奇心の燈を、今も変わらず灯し続けることが出
来ているだろうか。

　近年になって、この作品の続編が短期連載され
た。娘の百合子との変わらぬ絆が描かれている。
　「一緒に過ごすと、楽しいことは倍に、辛い

ことは半分になる。それが親娘ってもんだ」
　今日はいつもより、少しだけ早く帰ろう。

　沖縄県医師会より緑陰随筆の原稿依頼が来
た。私でよいのだろうかと疑問は残るが、大変
光栄なことでもあるので書いてみる。内容は、
趣味、紀行文、診療雑感、いきつけの店という
ことであった。私は昨年まで横浜で勤務をして
いたので、帰沖してから気づいたことを踏ま
え、診療雑多、趣味、いきつけの店の順で話を
したい。
　私は横浜に 2 年と半分ほど修行のため単身赴
任をしていた。私の専門は血管外科という分野
である。あまり聞きなれない科かもしれないが、
閉塞性動脈硬化症や下肢静脈瘤、透析シャント
の治療を専門としている。深部静脈血栓症や、
血管内治療も行うので、内科的な分野も絡んで
くる。県外にでた理由は、県内での診療の限界
と技術的・知識を向上させるために、県外での
勉強が必須と考えたからである。帰沖後、日々
の診療で思うことは、仕事柄、下肢の浮腫をみ
ることが多いのだが、沖縄は肥満患者が多いと
いうことである。「下肢がむくみます」という
ことで、外来を受診すると、BMI が 30 を超え
ている人が県外よりも多いように感じる。廃用
や肥満が原因と思われるような浮腫の方には弾
性ストッキングの着用を勧めるのだが、握力が
なかったり、お腹が邪魔をして手が足まで届か
なかったり、なかなか難しい。履き方を教えた
り、ストッキングの種類を変更したり、工夫を
するのだが、その装着は微妙である。科学的に
は浮腫が良くなることがわかっていても、履く
ことができなければ元も子もなく、臨床は本当

「県外から戻ってきて 
感じたこと」

豊見城中央病院
心臓血管外科 
島袋　伸洋
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に難しい。最近はドラッグストアで、自然と弾
性ストッキングを見に行くことが癖になってし
まった。横浜の師匠は自身のことを「ストッキ
ングマニア」という。一歩間違えると危ない人
になるが、私も師匠同様、一歩を踏み外さない

「ストッキングマニア」を自称していけるよう
精進したい。
　帰沖してから、沖縄の海はきれいだとつくづ
く感じるようになった。単身赴任には、なかな
か遊んでやれなかったので、小学 4 年生の一
番上の息子と週末はよく釣りに行く。あの緑が
かった青色（エメラルドグリーン？）の海は非
常に美しい。横浜に住んでいた時に見えた東京
湾とはレベルが違う。そのような海で私が行っ
ている釣りは、子供も小さいので、もっぱら磯
や漁港での投げ釣りである。置き竿ができるの
で楽である。足場がよいところで行うので、餌
をつけて投げて、座って待つだけである。息子
にいたっては竿を置いた後に釣りのゲームをす
るという、まさに「釣りきち」である。おかげ
で子供を遊ばせるという名目で、私自身も楽し
んでいるので非常に助かっている次第である。

　単身赴任後に変化があったことは、妻である。
単身赴任から帰ってくると妻の体重が増加傾向
にあることに気づいた。妻は、某大学の内科に
勤務しているのだが、その特殊性から内科の中
でも激務と言われている科でもあり、旦那がい
ないストレスと仕事のストレスのダブルパンチ
がきっときいたのであろう。そう言うこともあ
り、子供が寝静まった 22 時以降に、二人で 1
時間ほどのウォーキングを行うことにした。し
かし、それだけではストレスがたまるので、な
るべく 1 週間に 1 度は二人で食事をすることに
した。最近、はまっているお店は、与那原にあ
る「ヨルノアシアト」というお店。こぢんまり
としたお店だが、そこの食事はとてもおいしく、
特にビーフシチューは絶品である。そんな夜遅
くから食事をして、果たしてダイエットをして
いると言えるのか不明だが、最終的には楽しけ
ればよいの精神である。
　以上が帰沖してからの私が感じたことであ
る。まとまりのない文章で申し訳ないが、今後
も、仕事とプライベートを充実させながら、頑
張っていきたい。

プライマリ・ケアコーナー（2,500字程度）
　当コーナーでは病診連携、診診連携等に資するため、発熱、下痢、嘔吐の症状
等、ミニレクチャー的な内容で他科の先生方にも分かり易い原稿をご執筆いただい
ております。
　奮ってご投稿下さい。

随筆コーナー（2,500字程度）
　随時、募集いたします。日常診療のエピソード、青春の思い出、一枚の写真、
趣味などのほか、紀行文、特技、書評など、お気軽に御寄稿下さい。
　なお、スポーツ同好会や趣味の会（集い）などの自己紹介や、活動状況報告
など、歓迎いたします。

原 稿 募 集

原稿送付先
〒901-1105　南風原町字新川218-9　沖縄県医師会広報委員会宛
E-mail : kaihou@ml.okinawa.med.or.jp
※原稿データは、出来ましたらメール送信又は電子媒体での送付をお願い
　申し上げます。
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 本会では、標記医学会総会を下記のとおり開催することになりました。 
 つきましては、本会ホームページ上にて一般演題を募集いたしますので、《ユーザー

名・パスワード》をご参照の上、お申し込みください。 
 

記 
※『一般演題募集期間』：令和元年 8 月 14 日（水） 9：00～ 

9 月 12 日（木）18：00 迄 
 『一般演題修正期間』：令和元年 9 月 19 日（木）18：00 迄 

 
 
 
 
 
 
会 期：令和元年 12 月 8 日（日） 
場 所：沖縄県医師会館 
内 容： 
○教育講演 
 「虐待関連（仮）」  沖縄県立中部病院 川口 真澄先生 
○ミニレクチャー 
○一般講演 
 
※演題の採否、演題分類等についてはプログラム編成委員会にご一任ください。 
※当日は託児所を設置致します。ご利用を希望される方は本会 HP をご確認ください。 
（完全予約制） 
※第 125 回県医学会より、一般演題募集のお知らせは、県医師会報と本会ホームページ 

のみでのお知らせとなっておりますのでご了承のほどお願い申し上げます。 
 

問合先：沖縄県医師会業務 1 課 大田(TEL：098-888-0087) 

第１２８回沖縄県医師会医学会総会の演題募集について（ご案内） 

沖縄県医師会ホームページ（http://www.okinawa.med.or.jp） 

『沖縄県医師会医学会総会一般演題募集』よりログイン 

 

ユーザー名：okiigaku    パスワード：128igaku 
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